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豊かな人間関係を築き，高め合う学習集団の育成をめざして 
 

－ 確かな児童理解に基づいた学級マネジメントとは － 

 

 

 

 

子どもたちにとって望ましい学級集団とは，「互いを認め合い

高め合う集団」である。そうした豊かな人間関係のある温かい学

級で学び，共に生活することが，子どもたちの学ぶ力と前向きな

意識を育てるからである。本研究では，このような学級集団を「学

習集団」とした上で，学級を「学習集団」に育てるための学級経

営のあり方を探ることにした。 

そして，「学習集団」育成のためには，子どもたちの学びや意識

の実態とその背景を共感的に理解し，変容を捉えながら計画的に

指導・取組を続けるといった，学級マネジメントの考え方や方法

が重要であると考えた。 

ここでは，そうした考えのもとに作成した「学級状況チェック

シート（児童アンケート・アンケート集計表・学級経営プラン用

紙）」を活用した学級経営の実践例を挙げながら，「学習集団」育

成のための学級マネジメントの方法について報告し，そのモデル

を提示する。 
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はじめに 

平成 18 年度「学校教育の重点」（京都市教育委

員会）にもあるように，子どもたちの豊かな心を

培うためには，学校教育活動のあらゆる場面で「よ

りよい集団づくり」を推進していかなければなら

ない。とりわけ，すべての学校教育活動の基盤と

なる学級集団は，子どもたちにとって自己有能感

を育てる学習の場，心地よい人間関係のある安心

の居場所でなくてはならない。子どもたちは，こ

のような「望ましい学級集団」の中で学び，温か

いつながりの中で学級生活を送ることで自己肯定

感を高めることができる。そう考えると，望まし

い学級集団をめざして子どもたちの心をはぐくむ

ことのできる「学級づくり」は，最も重要な教育

活動といえる。 
しかし，今日の子どもたちは，多彩な生活環境

の中で多様な生活経験を積んできており，こうし

た子どもたちで編成された学級をよりよい集団に

はぐくむことが，これまで以上に難しくなってき

た。現状では，いわゆる「教育阻害状況」に陥っ

てしまった学級や，いつそのような状況に至るか

わからない危うさをもつ学級もある(1)。当然のこ

とだが，このような状況の学級では，子どもたち

の自己肯定感をはぐくみ，豊かな心を培うことは

できない。 
その難しさの背景としては，子どもたちの基本

的生活習慣の不十分さや規範意識の低下，自立

心・自律心の欠如などが考えられる。しかし，そ

の一方で，学級担任による「学級づくり」の方法

が子どもたちの現状に適合していない場合もある

のではないかとも考えられるのである。 
多様な育ちを経験した子どもたちが集まって

いる学級において，その子どもたちの学びやここ

ろの有り様を直視せずに学級担任の思いだけで学

級経営をしようとすると，「ひとりよがりの学級経

営」になってしまいやすい。だからといって，子

どもたちの自己中心的な甘えに安易に迎合するよ

うな学級経営では，なおさら子どもたちからの信

頼は得られない。大切なのは，今，目の前にいる

子どもたちが，どのような思いや価値観をもち，

どのような見方や考え方をするのかを見定め，受

け止めた上で学級経営をすることである。本研究

で学級経営を「学級マネジメント」と言い換えて

いるのは，その学級や個々の子どもたちの状況に

応じた方法で学級をまとめ育てていくという意味

を込めてのことである。 

このようなことから，本研究では，子どもたち

にとって望ましい学級集団とは，「互いを認め合い

高め合える集団」（以後，「学習集団」とする）と

した上で，学級を「学習集団」に育てるためのよ

りよい学級マネジメントのあり方を探ることにし

た。さらに，学級担任が自学級の状況を的確に把

握し，効果的な方法で「学習集団づくり」に取り

組めるような学級経営のモデルを提示したいと考

えたのである。 

 

第１章 学級集団を「学習集団」へ  

第１節 「学習集団」に育てる 
 子どもたちの豊かな心を培うための「望ましい

学級集団」とは「学習集団」である，といっても，

いつも教科書を広げて学習問題に向かっている集

団のことではない。互いを認め合う人間関係があ

り，互いの力を出し合って高め合うことのできる，

いわば，学び合いのできる集団のことである。そ

の具体的な姿は，学級生活の中の学習場面と生活

場面の二つの場面でイメージすることができる。

広い意味でいえば，子どもたちは学級生活のすべ

ての場面で学び，また，学習していること自体も

生活の一環ではある。しかし，ここでは，子ども

たちの姿をより明確に捉えるために学習活動の場

面を「学習の場」，それ以外の学級生活の場面を「生

活の場」とした。 

 この節では，その二つの場面で，学級が「学習

集団」であるといえる要素について考察し，それ

ぞれの場面でどのような子どもの姿をめざすこと

が「学習集団」に育てることになるのかを述べる。 

 

（１）学び合う子どもたち－学習の場－ 

学習の場が，子どもたちが進んで学ぶ意欲をも

ち，学び合いの場になっているかどうかが，「学習

集団」であるかどうかの条件の一つであると考え

られる。そして，ここで求められる学び合いの姿

とは，互いの考えのよさを認め合い，真実や真理

を追究するために共に力を出し合う子どもたちの

姿ではないだろうか。なぜ「学習集団」をめざす

のかと問われれば，このような学習の場で学ぶこ

とで，子どもたちの学ぶ力のみならず自己有能感

が育つからである，と答えたい。 

意欲的に追究する学び方で学ぶ力が高まるの

は自明のことだが，子どもたち同士が互いに意見

を交わし学び合うことが，なぜ，自己有能感を育

てることになるのだろうか。それは，自分の考え
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や自分の出した答えについて，その正誤に関わら

ず，人から尊重され受容されることこそが，自分

の存在を認められているという確かな手ごたえに

なるからである。さらに，互いの知恵を出し合い，

共に試行錯誤しながら追究していく学び方は，課

題追究・問題解決の力をつけ，自分には物事に立

ち向かったり成し遂げたりする力があるのだとい

う自信になると思われるからである。つまり，「学

習集団」で学び合う子どもたちには，自分の学び

に対する自信とこれからの自分に対する前向きな

意識が育つと考えられるのである(2)。 

以上のことから，学び合いのある学習の場で育

つものは，学ぶ力と前向きな意識であり，それら

によって子どもたちは自分自身の将来に対して展

望をもつことができると考えられる。これが，筆

者が「豊かな心を培うことのできる望ましい学級

集団」とは「学習集団」であるとする所以である。

そして，これまで，生活指導中心に語られること

の多かった学級経営のあり方を，学習指導の面か

らも問い直そうと考えた理由でもある。 

それでは，その学ぶ力や子どもたちの前向きな

意識の様子は，どのような観点で測ることができ

るのだろうか。学習の場での観点を表にしてみた

ものが表 1-1 である。 

表 1-1「学習の場」での育ちの観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし，学習の場で育つものとして挙げたこの

「学ぶ力」と「前向きな意識」は，それぞれが単

独で育つものではない。車の両輪のように関連し

合い，それぞれがもう一方の育ちの原動力になっ

ている。これら二つのことが身に付いているかど

うかを推し量ることが，子どもを深く理解するこ

とにつながると考える。 

また，学習の場で，個々の子どもたちの内面に

この二つが育っているかを見ることと同時に，学

級全体がその個を育てることのできる集団（学習

集団）になっているかも見ることが必要である。

そのために，学級集団の中の人間関係（図 1-1）

も観点に入れて見つめていかなければならない。 

図 1-1  子ども（自己）に働く人間関係 

 

 

 

 

 

 

個々の子どもにとっての人間関係には，教科担

任制や少人数制，ティームティーチング指導での

他教員とのかかわりもあるが，学級集団づくりと

いう面からいえば，主な人間関係はこの図に示し

たものであろう。さらに，子どもの学ぶ力や意識

の背景に大きくかかわるものとして家庭の存在も

重要であるため，家の人とのかかわりも「学習の

場」で個に働く人間関係の一つとした。これらの

人間関係が，個々の子どもの「学ぶ力」や「学習

に対する前向きな意識」の育成に，どのように働

きかけるかを考察したものが表 1-2 である。 

表 1-2「学習の場」で，個の育ちに働く人間関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，本研究では，個々の育ちと，それ

に大きく影響するだろう人間関係とに目をつけ，

学級経営でめざしたい子どもの姿を捉えようとし

た。それが，「学習集団」での子どもの姿であると

考えたからである。そして本項では，学級の子ど

もたちが，自らの学びと友だちとの学び合いを大

切にしているかどうかを判断するための観点を示

した。もちろん，個の育ちに働きかける人間関係

が成り立つには，その前提に自分だけでなく人を

大切にする意識がなければならない。その意味で，

確かな人権意識を育てることと，学級を「学習集

団」に育てることとは同義であるとも考えた。 
以上のような観点で，子どもたちをより正しく

理解し，深く知ろうとすることが，学級経営の基

盤となる担任の姿勢であると考えている。 

 育 つ も の ・ 観 点 

解決しなければならない課題に気付く 

他者の考えから解決の手がかりを学び取る 

解決の方法を見付け，工夫する 

解決するまで追究し続ける 

学
ぶ
力 

解決したことを生活に生かす 

学習を「楽しい」と感じる 

学習を「分かる」と感じる 

意欲的に学習に取り組む 

他者の意見を共感的に受け止めようとする 

前
向
き
な
意
識 

学習する自分に対して自信がある 

育つもの 人間関係 個への働きかけ 
子ども（他者） いろいろな考えを出し合う 

担任 個に応じて分かりやすく教える
学
ぶ
力 

家の人 学習しやすい環境にする 

子ども（他者） 考えを共感的に受け止め合う 

担任 思いや考えを認めて生かす 
前
向
き
な

意
識 

家の人 学ぶ姿を認め，励ます 

 

 
学級 
集団 

 
子
ど
も
（
自
己
）

子
ど
も 

（
他
者
）

担
任 

（
他
者
）

家
庭
（
家
の
人
） 
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（２）つながる子どもたち－生活の場－ 

学級の中での「生活の場」は，広い意味では学

級生活のすべての場面がそれに当たるといえるが，

前項でもふれたように，ここではあえて「学習の

場」と位置づけた授業や学習活動の場面を除いた

すべての生活場面と考えることにする。 

子どもたちが，学校生活での主なステージとす

る学級での生活を心地よいものと感じているかど

うかで，学校そのものに対する楽しさも左右され

る。それだけ学級の居心地のよさは，子どもたち

のこころをはぐくむための重要な要素であるとい

える。そして，その学級の居心地を決定付けるも

のは，学級の中の人間関係，とりわけ友だち関係

であると思われる(3)。一日の多くの時間を同じ顔

ぶれで過ごす学級生活であれば，その友だち関係

の有り様が子どもたちにとって大問題であるにち

がいない。さらに，子どもたちの自己肯定感や自

己効力感といった内面にも，この学級内の人間関

係が大きく影響することが分かっている(4)。つま

り，子どもたちは，心地よい人間関係がある学級

で生活することで，ポジティブな自己意識や人権

意識をはぐくむことができるといえる。 

しかし，いくら自分にとって居心地がいいとい

っても，各自が自分の都合で気ままに過ごすよう

な，自己中心的で目標のない学級生活を送ってい

ては，子どもたちの豊かな心ははぐくまれない。

ルールのないところで，社会性や協調性などが育

つはずはないのである。また，学校や学級の決ま

りを自分勝手な理由で守らず，友だちを平気で傷

つけるようなふるまいを看過するようでは，正し

い人権意識を育てることはできず，学級の機能さ

え危ういものにしてしまう。つまり，学級の「生

活の場」には，学習の場と同様に，集団生活上の

ルールが必要なのである。お互いを認め合うとい

うことは，自分の居心地がいいというだけでなく，

みんなの居心地がいいということである。学校の

決まりや教師から示される規範のほかに，互いを

大切にする上で守るべきルールがあることに気付

き，話し合い，自分たちの学級生活を安心して過

ごせるものにしようとする意識を高めることは，

望ましい集団づくりの基盤である。 

このように，互いのよさを認め合い，力を出し

合って高め合う人間関係こそ，「学習集団」を支え

る心地よい人間関係といえ，そこではみんなが安

心して過ごすためのルールも守られている。つま

り，温かいふれあいのある心地よさと，生活のル

ールとがバランスよく確立している学級集団が

「学習集団」であるといえる。 

では，学級の生活の場が「学習集団」育成の基

盤となっているかどうかは，どのような観点で測

ることができるのだろう。これまでに述べてきた

ことをもとにして，その見取りの観点を表に整理

してみた（表 1-3，表 1-4）。 

表 1-3「生活の場」での，温かい人間関係やふれあい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-4「生活の場」での，ルールのある信頼関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあいによって生まれる温かい学級の雰囲

気があり，みんなのために役割や責任を果たし，

決まりや約束を守ろうとすることで培われる信頼

関係がある学級。このような居心地のよい学級で

は，はじめは「ひとり」だった子ども(5)も，やが

て担任や友だちとつながり，確かな人権意識や豊

かな人間関係をはぐくむことができるだろう。 

もちろん，ここに挙げた姿（行動や態度）が唯

一ではないが，学級の中でこのような子どもの姿

が多く見られるようになれば，その学級は「学習

集団」の基盤ができつつあると考えられる。自分

の存在価値を肯定的に捉えることができるような

居心地のよい生活環境が「学習集団」育成の条件

であり，そのことを測ろうとするには上表のよう

な姿をその観点として，子どもたちがポジティブ

な意識をはぐくんでいるかどうかを確かめながら，

学級づくりをしていかなければならない。 

観点 具体的な態度や行動例 

役割 

責任 

学級で話し合った決まりを守り，自分の役

割を果たす 

生活 

習慣 

決まりや約束を守ることが習慣となり，リ

ズムのある見通しをもった行動をする 

規範 

人権 

決まりを守ることは大切だと考え，学級や

友だちのための約束を話し合う 

安心 

信頼 

友だちを信頼し，安心して約束したり役割

を任せたりする 

 

観点 具体的な態度や行動例 

協力 

協働 

人と目標を共有し，達成をめざして互いの

力を出し合う 

交流 

交友 

休み時間や放課後などに，人と楽しく話し

たり遊んだりでき，仲直りもできる 

親和 

人権 

人の気持ちを察したり，人のやさしさや思

いやりに気付いたりする 

安心 

信頼 

自分の思いを安心して表現したり，困った

ことや悩みがあれば相談したりする 

 

人権
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第２節 学習集団を育てる学級マネジメント 
 「はじめに」で述べたように，学級経営を「学

級マネジメント」と言い換えたのは，学級の状況

を把握し，その実態に即した経営方法で学級経営

を進めていく，という意味を強調してのことであ

る。子どもたちの学びや人間関係の実態，それら

に対する個々の意識の現状を的確につかみ，必要

な取組を計画して実践していく経営方法をマネジ

メントと考えたのである。 
また，子どもは成長し続けるものであり，周囲

の状況も変化していくものである。そのため，当

初は実態に適した取組であったはずが，１年の間

には，子どもの実態が変化することによって，そ

れまでのやり方では教育効果の少ないものになっ

てしまうこともあるだろう。このことから，本研

究では，４月の「学級開き」以降を大きく三期（前

期５月～８月，後期９月～12 月，まとめ１～３月）

に分けて進める学級経営を想定した。期間ごとに

学級の状況を捉えながら取組を見直し，工夫・改

善していく過程を学級マネジメントとして図 1-2

のようにイメージしたのである。 
図 1-2 学級を「学習集団」へ イメージ図 

 
 
 
 
 
 
 

 
まず，子どもたちの前年度の様子を知った上で

（Ｒ：research），４月の学級開きでの出会いを計

画（Ｖ：vision Ｐ：plan）し，子どもたちを迎

える。その一ヵ月後くらいに改めて学級の状況を

分析（Ｒ：research）し，見通しをもって学級目

標を掲げ（Ｖ：vision），経営方法を計画（Ｐ：plan）

する。そして，８月までの実践（Ｄ：do）をふり

返り，取組の見直し（Ｃ：check）を行う。そこに

工夫と改善を加えて後期の取組を計画（Ｖ・Ｐ）

し，次の実践（Ｄ）へとつなげていく。このよう

にＲ(Ｃ)･Ｖ･Ｐ→Ｄ→Ｃ･Ｖ･Ｐ→で学級を育成

していく方法を学級マネジメント，その過程をマ

ネジメントサイクルと呼ぶことにした(6)。 

 本節では，このマネジメントサイクルに沿って

学級づくりを進めていくとき，Ｒ(Ｃ)，Ｖ,Ｐ，Ｄ，

Ｃのそれぞれで実際には何をして，どんなことに

留意する必要があるのかを述べたい。 

（１）子どもを知る －深い推察と確かな理解－ 

 学級マネジメントをしていく上で「子どもを知

る」ことは最も重要なことである。もちろん，こ

こでいう「知る」とは「児童理解」のことであり，

共感的・受容的に子どもを受け止めることである

（図 1-3）。 

図 1-3 確かな児童理解 

 

 

 

 

 

こうした確かな児童理解を抜きにして「学習集

団」を育成することはできない。子どもたちが，

これまでどのような育ちを経験し，今，学びや人

間関係に対してどのような思いでいるかを知らな

いままで，学級づくりの見通しなどもてないから

である。もしも，子どもたちを知ることなしに学

級経営を進めたなら，担任のひとりよがりの経営

目標や指導方法に，子どもの学ぶ力やこころの実

際が適合せず，お互いに対する不信感や学級生活

に対する不適合を招いてしまうかもしれない。子

どもの「これまで」や「今」を正しく知り，それ

をもとに「これから」を見通すことで，子どもの

育ちに沿った確かな学級経営ができると考える。 

では，その確かな学級経営の前提が「子どもを

知る」ことなら，子どもの何をどのように見れば

いいのだろうか。それについては，前節で述べた

「学習集団」の二つの場面を見取る観点や子ども

の姿が指標になると考える。つまり，「学習の場」

「生活の場」における「個（自分）」「子ども（他

者）」「担任」「家庭（家の人）」に対する受け止め

や意識の様子を調査・分析（Ｒ：research）する

のである。そして，前節で示したような観点（表

1-1～4）や子どもの姿と照らし合わせ，自学級の

子どもたちがめざす姿に近づいているのかどうか

を正しく読み解くようにする。このようにして，

個々の子どもと学級全体の実態を見ることがすな

わち「子どもを知る」ことであると考える。 

また，個々の子どもの成長やそれに伴う学級の

実態は，時間の経過とともに変化するものである

ため，担任はそのことを認識しながら，児童理解

に努めなければならない。そのため，一人一人の

子どもの成長を支え促すことのできるより確かな

学級経営にするために，図 1-2 の学級マネジメン

トサイクルのように，期間を区切って学級の実態

を把握し，学級経営の進捗状況を確かめながら学

共感的

受容的

児童理解
分析

推察 
考察 

分析

分析
資料 

アンケート

指導の記録
学習・生活
の記録 

など

背景 
聞き取り 
行動観察 
家庭環境 

など 

 Ｒ：research（調査・研究）

Ｖ：vision（見通し・目標）

Ｐ：plan （計画・設計） 
Ｄ：do  （実行・実践） 
Ｃ：check（調査・見直し）

 前向きな意識や高め合う姿

次年度へ

４　　５　　６　　７　　８　　９　　10　　11　　12　　１　　２　　３　

学習集団

学級開き

　

　

　

　

Ｄ

Ｃ・Ｖ・Ｐ

Ｃ・Ｖ・Ｐ

Ｃ・Ｖ・Ｐ

学年目標・年間指導計画

Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｒ

 Ｒ：research（調査・研究）

Ｖ：vision（見通し・目標）

Ｐ：plan （計画・設計） 
Ｄ：do  （実行・実践） 
Ｃ：check（調査・見直し）

 前向きな意識や高め合う姿

次年度へ

４　　５　　６　　７　　８　　９　　10　　11　　12　　１　　２　　３　

学習集団

学級開き

　

　

　

　

Ｄ

Ｃ・Ｖ・Ｐ

Ｃ・Ｖ・Ｐ

Ｃ・Ｖ・Ｐ

学年目標・年間指導計画

Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｒ

次年度へ

４　　５　　６　　７　　８　　９　　10　　11　　12　　１　　２　　３　

学習集団

学級開き

　

　

　

　

Ｄ

Ｃ・Ｖ・Ｐ

Ｃ・Ｖ・Ｐ

Ｃ・Ｖ・Ｐ

学年目標・年間指導計画

Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｒ
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級づくりを進めることが必要である。したがって，

次の図 1-4 のように，期間ごとに実態把握（Ｒ：

research やＣ：check）をしながら，それに即し

た経営目標や取組に工夫・改善していくことがよ

りよい学級経営方法といえる。その意味で，学級

経営は臨床的に進めるものだといえるだろう。 

図 1-4 学級の実態把握や確かめの時期 （例） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

学級開き 

 

夏休み   冬休み 学級納め

 

 

４月の学級開きでは，子どもたちが新しい環境

に対してもっている不安や期待を考慮しながら，

楽しく温かい「出会い」を演出する。こころ和む

自己紹介の方法を工夫したり，新しい学年・学級

に対する希望や抱負を交流したりして，不安を取

り除き，担任や学級に対する親しみを感じさせる

ようにする。当面は子どもたちよりも先に教室に

居て，登校してきた子どもたちを笑顔で迎えるよ

うにしたい。この「出会い」の前に，指導要録や

家庭環境票の記録を見たり，前担任や養護教諭な

どから聞き取ったりして，前年度までの子どもた

ちの様子を知り，配慮事項を把握しておくように

する（図 1-4 のＲ）。 
そして数週間の後，学級生活のリズムや環境に

慣れてきたころに，あらためて子どもたちの学習

や生活についての実態を把握するようにする（図

1-4 のＣ１）。この最初の実態把握をもとにして学

級経営案を構想していく（図1-4のＶ１Ｐ１）ため，

実態はできるだけ詳細で的確につかまなければな

らない。そのために，視点を明確にした上で，個々

の子どもと集団の様子を観察したり分析したりす

ることが大切になる。それまでの観察の記録に加

えて，この時期に通常行われる家庭訪問や学級懇

談会で，子どもたちの家庭での様子やこれまでの

育ちの様子，保護者としての願いや家庭教育の方

法について情報を得ることができるだろう。さら

に，子どもに対するアンケートや日記などから，

自分や学級に対する子どもたち自身の評価や思い

を分析し，受け止めるようにするのである。 
図 1-4 のＣ１・Ｃ２・Ｃ３のような節目で行うア

ンケートは，学級での学びや生活に対する子ども

たちの思いや受け止め方を知るために必要な視点

を踏まえて作成し，実施する。とりわけ，子ども

たちの内側にポジティブな自己意識がはぐくまれ

ているかどうかを読み取る視点は不可欠である。

本研究では前節で述べたような観点を，表 1-5 の

ようにカテゴリー表に整理し，それらの観点の要

素を視点としてアンケートを作成した。（付表） 

表 1-5 調査の視点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アンケートの質問は，各視点に関してどのよう

な行動をしているか，また，どのように受け止め

たり意識したりしているかを４件法(7)で聞いた

ものである。アンケートの実施は，子どもたちに

とって心理的に特別なタイミングにならないよう

に配慮する。子どもたちが自分の姿やこころを冷

静に見つめ率直に回答できるように，アンケート

の意図を説明してから実施するようにしたい。ア

ンケートを回収した後は，その結果を個々の子ど

もと学級全体の傾向や状況を把握しやすいように

集計する。本研究で用いたのは，表 1-6（一部）

のような筆者が作成した集計表である。 

表 1-6 アンケート集計表（「学習」の一部）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計は，各質問に対しての回答を①から④に分

けてグラフのマスをうめていく方法にした。１マ

学
級
・
友
達

協働学習

学びとり

対
人

自
分

学習態度

内容理解

家
庭

学習習慣

承認・賞賛

担
任

承認・賞賛

個別指導

学習意欲

学び合い

学習意欲

学習有能感

学習意欲

学習期待

信頼・期待

個別指導

対
人

自
分

ルール

役割　　実行

リレーション

協力　　公徳

リレーション

親しみ

学
級
・
友
達

ルール

目標自覚

リレーション

交友関係

ルール

規範　　意識

家
庭

ルール

生活習慣

リレーション

信頼　　安心

担
任

ルール

生活習慣

リレーション

信頼関係

ルール

安心　　信頼

リレーション

人権意識

ルール

意識付け

リレーション

信頼　　安心

事実やその
受け止め

学習に
対する意識

事実やその
受け止め

生活に
対する意識

リレーション

信頼　　安心

ルール

生活習慣

 前期 Ｄ１  

Ｒ  Ｃ１ 

Ｖ１Ｐ１ 

後期 Ｄ２  まとめＤ３

Ｃ２ 

Ｖ２Ｐ２

Ｃ３ 

Ｖ３Ｐ３

対人 事実やその受け止め
①いつも

よく
②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

あなたは，学習す
るとき，友だちの意
見を，自分の考え
とくらべて聞いてい
ますか。

あなたは，授業に
集中し，熱心に取
り組んでいます
か。

学習態度

内容理解

あなたは，授業の
内容が分かってい
ますか。

あなたは，学校の
学習で，友だちと
協力して調べたり
まとめたりしていま
すか。

自
分

学
級
・
友
達 学びとり

協働学習
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スをひとり分として下段からぬりつぶしていくと，

棒グラフのように項目ごとの数量とともに全体の

傾向を視覚的につかむことができる。また，その

際，個々の回答結果や日ごろの観察，聞き取り等

から注目すべきだと思われる子どもがあれば，次

の図 1-5 のようにマス目にその子どもの位置を示

しておくと，指導上見守りたい子どもとしてかか

わることができる。（例：図中のＡ児，Ｂ児） 

図 1-5 アンケート集計グラフ（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようにして，アンケートの集計結果をまと

め，それぞれの視点について，子どもたちの受け

止め方や意識のし方を分析する。それに，その他

の指導上の資料や情報，担任としての見取りや判

断を合わせて視点相互の関連性や相違点を探る。

そして，深い推察によって背景を読み解き，子ど

もたち一人一人の思いや学級の状況を知るように

する。このように「学習集団」の条件としての視

点で分析し，背景を推察し，個々の子どもや学級

の課題を受容的に理解することで，学級の実態に

即した学級経営の目標や計画を立てることができ

るのである。 
 

（２）クラス像をイメージする－目標と計画－ 

実態把握（Ｒ：research）の後は，学級マネジ

メントサイクルの目標設定や取組計画（Ｖ:vision 

Ｐ:plan）をする段階になり，一人一人の子どもや

学級全体の状況分析や考察をもとに，実態に即し

た効果的な学級経営案（経営計画）を立てること

になる（図 1-6）。 

図 1-6 学級経営案作成の過程と記述項目 

 

 

 

 

 

 

 

学級経営にしても何にしても，マネジメントを

するには取組計画（Ｐ:plan）がなければならない

が，その前に明確な目標や方針（Ｖ:vision）があ

ってはじめて手段・取組が具体的なものになる。

この目の前の子どもたちを，この一年間でどのよ

うな子どもに育て，学級をどのような集団に高め

るのか，といった「めざす子ども像・学級像」を

イメージし，それを経営目標（Ｖ: vision）とし

て明確に定めるのである。この目標設定で最も重

要なことが，ここまで述べてきた学級実態の把握

（児童理解）である。的確に把握した子どもや学

級の実態と，めざす学級像との間にある距離を縮

めていくような取組を具体的に計画していけば，

教育的効果の期待できる経営案になると考える。 

そこで，学級経営案が子どもや学級の実態に即

したものになるように，学級経営案作成のポイン

トをアンケートの視点に対応させて次頁のような

表にしてみた。（表 1-7，表 1-8） 

これらの表では，左側にアンケートの視点でも

ある学級経営のキーワードを並べ（前出表 1-5 の

「調査の視点」を参照），その右に具体的な工夫や

改善の方法を例示した。さらに，その右端には「実

態欄」を設けて，それぞれの項目に対する実態を

チェックできるようにした。そこに，アンケート

集計の結果や行動観察，その他の資料から担任が

判断して評価した結果をマーク（例：良好◎，十

分○，不十分△など）で記入する。学級全体だけ

でなく，焦点を当てる児童（例：Ａ児，Ｂ児）に

ついても個別の実態を判断してチェックをしてお

く。このように，「学習の場」「生活の場」の二つ

の場面で視点に沿った学級診断（Ｒ：research）

をもとに自学級を把握するようにする。こうして，

学級の実態に基づいた経営目標（Ｖ:vision）をも

ち全体と個の両面を見つめながら，見通しをもっ

た具体的な経営計画（Ｐ:plan）にするのである。 

なお，担任としての経営目標を明確にもつ一方

で， 学級目標を子どもたちの思いに合ったものに

することも大切である。つまり，どのような学級

にしたいかを子どもたちと話し合い，自分たちの

目標として自覚させるのである。そうすることで，

子どもの自発的な活動や自己評価を促すこともで

きる。担任と子どもたちが学級目標を共有し，互

いに励まし合って生活することができたなら，信

頼関係は強固なものとなるだろう。 

また，学級経営案は，学校の教育方針を学級経

営の場で具体的に実現するという側面ももってい

る。そのため，学級経営の目標は，学校や学年の

教育目標などとも関連させ，学級の場で取組可能

なことを経営計画に組み込むことも考えられる。 

A B

A B

あなたは，授業に
集中し，熱心に取
り組んでいます
か。

学習態度

内容理解

あなたは，授業の
内容が分かってい
ますか。

自
分

対人 事実やその受け止め
①いつも

よく
②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

 

学級経営案項目 
・学級経営目標 

・学習指導の目標と 

工夫・改善の視点

・生活指導の目標と 

工夫・改善の視点 

・各視点の具体的な取組

学級実態（児童理解） 
アンケート分析 
観察・記録の考察 
聞き取り・懇談 など 

学校教育目標 

めざす学級像

（学習集団）

 Ｒ（Ｃ） Ｖ Ｐ 
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表 1-7 「学習の場」での学級経営のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし，述べてきたように学級実態に即した意

味ある学級経営案を立てるには，何よりも確かな

児童理解とそれに基づいた目標を設定し具体的な

取組を計画しなければならない。さらに，取組計

画は，目標を定めたものの実践が伴わずに計画倒

れになったということのないように，できるだけ

具体的で実行可能なことを立案するようにする。

また，前出の図 1-4 のように，期間を区切って行 

表 1-8 「生活の場」での学級経営のポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
    

う実態把握（Ｃ１・Ｃ２・Ｃ３）と連動させて行う

ことで，流動的な学級実態に即した目標や計画に

することができると考えた。本研究では，このよ

うな考えに基づき，一年間を三期に分けて取組を

計画するような学級経営案の枠組を考案したので

ある。すでに触れたように，子どもの実態は日々

変化していくため，学級経営案には変化の状況を

節目ごとに追記できるような工夫が必要である。 

 
全体 （Ａ） （Ｂ）

視点
（キーワード）

「学習指導」における工夫・改善例

信頼
期待

話し合い活動の成果が実感できるように，
まとめ・振り返りをする

興味・関心を喚起する導入，関心・意欲が
高まる課題提示・授業展開をする

どの子も自分の考えや目標がもて，自分
が生かされる喜びを感じる授業展開をす
る

家
庭
学
習

楽
し
く
分
か
る
授
業
の
工
夫

家
庭
と
の
連
携

教
材
研
究

高
め
合
い

学
ぶ
喜
び

個別
指導

学習
態度

学習
意欲

学習
有能感

子どもが，目標達成までの見通しをもち，
学習成果を実感できるような場を設ける

内容
理解

子どもの思考を考慮した分かりやすい発
問で，ポイントをおさえた授業展開をする

学び
とり

子どもの考えを引き出し，関連性や連続
性のある話し合いにする

学び
合い

承認
賞賛

学習の成果や発言・態度を認める言葉か
けやまとめをする（全体に・個別に）

取り組む態度や努力を認め，成長への期
待を伝える（全体に・個別に）

机間指導やノート・ワークシートなどから，
個々の学習状況を把握する

協働
学習

学習内容・目的に合った学習形態を工夫
して，協働を促す

学習
意欲

互いの考えや思いを交流できるように，話
し合い活動を授業に組み込む

学習
期待

家庭学習の内容を知らせ，家庭での励ま
しや協力をよびかける

個別
指導

個別の学習状況に応じて，個々に分かり
やすい指導をする

学習
意欲

家庭学習の提出や成果を認めたり，家庭
学習の内容を授業に生かしたりする

承認
賞賛

学校での学習内容や成果を知らせ，家庭
での賞賛や励ましをよびかける

学習
習慣

実態

学習段階や既習事項を考慮した家庭学
習を計画的に提示する

 
全体 （Ａ） （Ｂ）

信頼
安心

信頼
安心

生活
習慣

生活
習慣

信頼
安心

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

担
任
と
の
か
か
わ
り

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

ル
ー

ル

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

ル
ー

ル

ル
ー

ル

視点
（キーワード）

ル
ー

ル

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

役割
実行

規範
意識

協力
公徳

信頼
関係

家
の
人
と
の
か
か
わ
り

家
庭
生
活
・
ふ
れ
あ
い

朝
・
帰
り
の
会
　
休
み
時
間

懇談会や学級通信などを活用して，生
活習慣の大切さを伝え協力をよびかける

生活
習慣

意識
付け

親し
み

家庭訪問や連絡帳などを活用して，個
別に生活習慣の大切さを伝え話し合う

学校での交友の様子や学級活動の様子
をポジティブに知らせる

体調・行動・言動・表情などから，子ども
の内面を推察し家庭と連絡をとる

体調・行動・言動・表情などから，子ども
の内面を推察し，すすんで言葉をかける

子どもの心に響くような話をしたり（読ん
だり），子どもの思いを聴き取ったりする

交友
関係

人権
意識

役割を果たし，決まりを守ることの大切さ
を，機会を逃さず分かりやすく話す

登校してから授業までの時間をプログラ
ムし，規則正しい生活になるようにする

互いの思いを受け止めたりよさを認め
合ったりする場を，日常的に設ける

休み時間や放課後の，子ども同士の交
流の様子を知り，見守り，働きかける

生活を安心・安全にするためのやくそく
を，話し合いをもとにして理解させる

目標
自覚

安心
信頼

学級の目標ややくそくを，話し合いをもと
にして決め，自覚させる

生活を楽しくするための考えを出し合
い，話し合いによる自治的な活動を促す

友だちと協力したり友だちを思いやった
りする態度を，認め賞賛する

平等な役割分担をし，分かりやすいシス
テムを作って活動しやすくする

子
ど
も
ど
う
し
の
か
か
わ
り

当
番
・
係
・
班
活
動
で

学
級
活
動
・
遊
び
で

「生活指導」における工夫・改善例
実態

当番や係の必要性や公益性を自覚さ
せ，責任を果たしたことを認め賞賛する

ＲＣ Ｃ Ｃ

4月
「学習指導」における工夫・改善例 実態 重点 具体的な取組 成果 重点 具体的な取組 成果 重点 具体的な取組

楽
し
く
分
か
る
授
業
の
工
夫

実態把握の視点

Ｐ　　　Ｄ

まとめ１月～3月

Ｐ　　　Ｄ Ｐ　　　Ｄ

学習態度

学習意欲
どの子も自分の考えや目標がもて，自分
が生かされる喜びを感じる授業展開をす
る

前期　５月～８月 後期　９月～１２月

内容理解

学習有能感

○○小学校　　学校教育目標

　　年　　組　学級経営プラン　　担任（　　　　　　　　　　　　　　)　経営目標〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

教
材
研
究

興味・関心を喚起する導入，関心・意欲
が高まる課題提示・授業展開をする

子どもの思考を考慮した分かりやすい発
問で，ポイントをおさえた授業展開をする

子どもが，目標達成までの見通しをもち，
学習成果を実感できるような場を設ける

表 1-9 学級経営プラン（一部） 
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以上のことを考慮して作成したのが「学級経営

プラン（例）」（前頁表 1-9）である。これには表

1-7，表 1-8 で示したような「育てたいもの（視点）」

とそれを高めるための工夫や改善例をあらためて

示し，何を目的とした取組なのかを意識して計画

できるようにした。そして，三回にわたって行う

アンケート調査を主とした実態把握の結果や成果，

それを踏まえた次の取組の重点項目をチェックで

きるようにした。こうして，学級経営の目標と視

点（Ｖ）が定まったところで，担任なりの取組を

計画（Ｐ）するのである。 
 

（３）育ちゆく姿を捉える－実践と評価－ 

 前項で述べたようにして作成した実践的レベル

の学級経営プランをもとに，自学級の子どもたち

を「学習集団」に高めるための取組・実践（Ｄ）

を進めていく担任にとって，子どもたちの育ちを

実感することは喜びでもある。その成長や変化の

様子は，日々のあらゆる場面で目にすることがで

きるだろうが，さらなる学級の成長のために「学

級経営プラン」を見直すこと（Ｃ２，３）も大切で

ある。 節目ごとにアンケートを実施したり，定期

的に行われる懇談会で情報交流をしたり，子ども

たちの行動や発言から意識の様子をうかがったり

しながら，取組の成果があがっているかを確かめ

るのである。そこで明らかになるだろう成果や課

題を分析し，取組計画を見直してあらためて改

善・工夫（Ｐ２，３）し，実践（Ｄ２，３）していく

のである。 

どんなにすばらしいプランでも，実践が不十分

では，子どもたちの育ちを促し，学びを支えるこ

とはできない。確かな実践にするためにも，学級

マネジメントをＲ(Ｃ)･Ｖ→Ｐ→Ｄ→Ｃ→という

サイクルで捉え，自己の実践をふり返りながら子

どもたちの変容を見守っていきたい。 
本節で述べてきたように，学級を「学習集団」

に高めるという大きな目標をもって学級経営をす

るには，確かな児童理解から見えてくる実態・課

題を考察して，具体的な方法で経営プランにする

ことから始めていかなければならない。大切なの

は，単なる教師の思いつきではなく，子どもの姿

をどのように変えるのかというねらいをはっきり

させて，見通しをもった取組を続けていくことで

ある。そのためにも，意味ある学級経営案を作成

し実際に活用したいものである。 
学級担任は，日々，複数の方法で多面的に子ど

もたち一人一人の実態を把握することに努め，そ

れと並行して毎日の教育実践を重ねていくのであ

るから，なにより子どもたちとともによりよい学

級集団にしていくのだという強い思いが必要にな

る。そうした願いと細やかなまなざしをもった担

任だからこそ，自分の思いを言葉にできずに困っ

ている子どもたちに気付くことができ，ふれあい

を通して温かい人間関係と，互いに学び合う子ど

もを育てることができる。一人一人の顔を頭に思

い浮かべながら，その子に届く学級経営ができる

のだと考える。 

今回，本研究に協力していただいた京都市立小

学校２校では，第４学年（西院小学校），第６学年

（向島南小学校）の学級担任に実践をお願いした。

どちらの学級担任も本市採用２年目教員であり，

今年度は，前学年から引き続いて同じ学級を担任

することになった。そのため，新学期に当たって

の「学級開き」はスムーズに行われ，新学年に対

する子どもたちの期待感や活動への意欲を高めて

学級をスタートできたそうである。 

筆者がこの二つの学級のマネジメントに参画

したのは５月半ばからであるが，これは本研究で

いうマネジメントサイクル（図 1-2 参照）のＣ１

に当たる時期であったため，研究に関わる実践は，

実態把握のための１回目のアンケート調査から始

めることになった。 

なお，本節で述べた「学習の場」「生活の場」

における学級マネジメントの実際については，そ

れぞれ，この後の第２章，第３章で実践例を挙げ

て述べることにする。 

 

(1)京都市教育委員会地域教育専門主事室「熱いハートとこまや

かな対応」2006  

(2)拙稿「報告 477 学校と家庭との連携・協力の充実をめざして」 

『京都市立永松記念教育センター平成 14 年度研究紀要 vol.2』  

pp..31～32  クラスやグループで話し合うことを好む子ど

もには，「がんばってよかった」と思う経験が多く，積極的に

自分の考えを発表するという子どもが多い。 

(3)前掲 pp..33～35  友だちからの受容感を感じている子ど 

もほど「クラスのみんなと一緒にいることが楽しい」という子

どもの割合が多い。 

(4)前掲 pp..18～19  アンケート分析によると，自己肯定感 

を感じていない子どもほど自分は友だちに好かれていないと

感じたり,遊びに参加したりできにくいといった傾向がみられ

る。 

(5)前掲 pp..34～35  休み時間等に「ひとり」で過ごし，友 

だちや先生とふれあうことの少ない子どもたちには，自己肯

定感や自己有能感，効力感といった前向きな自己意識が育ち
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にくい傾向がある。 

(6)Ｒ(Ｃ)･Ｖ･Ｐ→Ｄ→Ｃマネジメントサイクル 

近年，経営方法として「ＰＤＣＡサイクル」といわれる，Ｐ

（plan），Ｄ（do），Ｃ（check），Ａ（action）の考え方に，

本研究で重要と考えた「児童理解」と「くり返し」の要素を

加えたマネジメントサイクルである。このようなサイクルと

して学級経営を捉えることで，子どもたちや学級の状況や変

容に即した改善が可能な経営方法であると考えた。 

(7)アンケートの回答は頻度や程度を表した 4 つの選択肢から最 

も近いものを選ぶという方法で答えるものにした。 

 

第２章 考えを交わし，学びを深める 

－「学習の場」のマネジメント－ 

アンケート調査を行ったのは，４月下旬からの

家庭訪問週間が終了し，大型連休が過ぎて，生活

に落ち着いた雰囲気が感じられるようになった５

月半ばである。アンケートは記名式で，「学習の場」

と「生活の場」それぞれ 16 ずつの質問に対する回

答を４つの選択肢から選んで○をつけるという簡

易なものである。（P.32：付表） 

第１章第１節で述べた二つの場のうち，この章

では「学習の場」に関するアンケートの結果を分

析・考察して取組を計画した過程と，取組を実践

した様子を報告し，学級を「学習集団」に育てる

ために「学習の場」で大切なことは何であるのか

を考察していくことにする。 

 

第１節 ４年生の学び合い 

４年１組の児童数は 32 名，前年度３年１組だ

った子どもたちに転入生が１名加わり今年度をス

タートさせた。 

担任は，自学級を，いろいろなことに興味・関

心をもち，意欲的に活動する子どもたちの多い学

級であると評価し，そのよさを学級全体に広めた

いと願っていた。また，前年度の子どもや保護者

とのかかわりから，子どもたちにどのような力を

つけ，どのように育ってほしいかについて，自分

なりの指導目標をもっていたという。しかし，教

師としての経験年数の少なさもあって，自身の指

導力に対して十分な自信をもっていたわけではな

い。この様な学級にしたい，という漠然としたイ

メージはあるが，それを達成するための確かな指

導力があるのだろうかといった不安ももっている

という。このため，子どもの実態把握から学級経

営の課題と目標を明確に定め，目標達成のための

意図的で確かな指導のあり方を探りながら，学級

経営に取り組むことにしたのである。 

（１）４年１組の学びとこころ 

－実態把握（Ｃ１）から経営プラン（Ｖ１・Ｐ１）へ－ 

 実態把握のために行ったアンケート（Ｃ１）の

うち，「学習の場」についての回答を集計（図 2-1

～3）し，分析した。 

図 2-1 ４年「学習の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「自分」について－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 ４年「学習の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「学級・友だち」について－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず図 2-1 からは，大多数の子どもが学習内容

を理解し意欲も高いと回答している一方で，学習

有能感や学習態度についての自己評価が大変低い

子どもがいることが分かる。中でも，焦点を当て

 

ＡＢ

Ａ Ｂ

あなたは，授業に
集中し，熱心に取
り組んでいます
か。

学習態度

内容理解

あなたは，授業の
内容が分かってい
ますか。

学習での事実や
その受け止め

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

Ｂ Ａ

ＡＢ

学習意欲

学習有能感

あなたは，進んで
学習して，いろい
ろなことを知った
り，できるように
なったりしたいと思
いますか。

あなたは，「自分に
はがんばれば，学
習できる力がある」
と思いますか。

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学習に対する意識

学習での事実や
その受け止め

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学習に対する意識

ＡＢ

Ａ Ｂ

あなたは，学校の
学習で，友だちと
協力して調べたり
まとめたりしていま
すか。

学びとり

協働学習

あなたは，学習す
るとき，友だちの意
見を，自分の考え
とくらべて聞いてい
ますか。

ＡＢ

ＡＢ

学習意欲

あなたのクラスは，
進んで学習する人
が，多いクラスだと
思いますか。

学び合い

あなたは，友だちと
考えや思いを話し
合う学習は，大切
だと思いますか。
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たＡ児やＢ児のように「がんばれば学習できる」

とは「ぜんぜん思わない」と，学習有能感に関し

て否定的な捉え方をしている子どもが気になる。

とりわけＡ児については，学習内容は理解できる

としながら，学習意欲や有能感といったポジテ

ィブな意識が低いという，一見矛盾した回答を

していることが内面の複雑さを推測させる。 

そこで，さらに図 2-2 を見ると，ふたりとも，

友だちと「学び合う」ことは大切だと思いなが

らも，友だちの考えから学ぶ（自分の考えとく

らべて聞く）ことはしていない，と回答してい

る。友だちと協力して学習している事実があり

ながら，そこでの「学び合い」のよさを感じて

いないのではないだろうか。 

 次に，子どもたちが「学習の場」での担任の

指導やかかわり方をどのように受け止めている

のかを下の図 2-3 で見た。多くの子どもが先生

の学習指導は分かりやすいと答え，信頼してい

るようであるが，少数ながらもＡ児やＢ児のよ

うに，自分は担任から認められていないのでは

ないかと感じている様子の子どももいる。 

図 2-3 ４年「学習の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「担任」について－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上のようなアンケートの集計結果の分析に，

それまでの指導記録や観察，聞き取りなどを合わ

せて考察し，子どもたちの受け止めや意識が，ど

のような背景や要因によるものかを読み解く。こ

うして，４年１組の子どもたち一人一人の思いと

実態とをより確かに理解することで，学級の「学

びの場」をどうやって高めていくべきか，その方

法や道筋が見えてくる。それが，その学級独自の

学習指導計画であり，実態に即した学級経営プラ

ンといえる。このようにして教育的効果の期待で

きる指導計画が立てられると考えたのである。 

表 2-1 ４年１組学級経営プラン「学習指導」（前期） 

上の表 2-1 は「４年１組の学級経営プラン（前

期）」である。４月末までの実態（Ｒ）を視点に沿

ってチェック（Ｃ：◎○△など）し，前期（５月

～８月）に重点的に取り組む視点（※をつけたも

の）を設定して，それを指導目標とした具体的な

取組を計画（Ｐ）したのである。 

４年１組の学級担任は，この時点での実態から

自学級の課題を次のように捉えた。 

・ 学習内容に関心をもって意欲的に取り組む 

・ 自分の考えをもって話し合いに参加する 

・ 認め合う喜びを感じ，学ぶ自信をもつ 

また，Ａ児やＢ児のように学習の手ごたえや楽

しさを十分に感じていないと思われる子どもに対

しては，とりわけ賞賛や励ましの言葉をかけたり

背景となるものに働きかけたりするなど，個別の

かかわりを厚くする必要があると思われた。 

 
（２）国語科の授業を通して -（前Ｄ１・Ｃ２・後Ｄ２）- 

 ４年１組では，学習指導要領の定める教科の目

標のほかに，学級経営プラン「学習指導」（前出:

表 2-1）の表中にあるように「具体的な取組」を

学習指導の目標として設定した。これが，４年１

組の子どもたちの「学ぶ力」「前向きな意識」を育

てるための取組であり，つまりはそれが「学習集

団」育成の取組であると考えたのである。そこで，

これらの取組の中で，思いや考えを伝え合う方法

 

B A

A B

承認・賞賛

あなたは，学習し
ていて，先生から
ほめられたり，はげ
まされたりしていま
すか。

個別指導

先生は授業中に，
あなたの学習の様
子を見に来ていま
すか。

B A

B A

信頼・期待

あなたは，がん
ばって学習したら，
先生はそのことを
分かってくれると思
いますか。

個別指導

先生は，あなた
に，分かりやすく教
えてくれていると思
いますか。

学習での事実や
その受け止め

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学習に対する意識

ＲＣ Ｃ

4月
実態 重点 具体的な取組 成果

実態把握の視点

○

○

○

○

個別の学習状況に応じて，分かりやすい
指導をする ◎

※

子どもの考えを引き出し，関連性や連続性
のある話し合いになるようにする

◎

○

△

◎

△

机間指導やノート・ワークシートなどから，
個々の学習状況を把握する

話し合い活動の成果が実感できるような，
まとめ・振り返りをする

※

※○

学習内容に合った学習形態の工夫をし
て，協働を促すようにする

互いの考えや思いを交流できるように，話
し合い活動を授業に組み込む

※

子どもの思考を考慮した分かりやすい発
問で，ポイントをおさえた授業展開をする

子どもが，目標達成までの見通しをもち，
学習成果を実感できるような場を設ける

学び合い

承認・賞賛

信頼・期待

個別指導

高
め
合
い 学びとり

個別指導

教
材
研
究

学
ぶ
喜
び

興味・関心を喚起する導入，関心・意欲が
高まる課題提示・授業展開をする ※

教科指導では，子どもの「なんだ
ろう」「なぜだろう」を大切にした
授業展開や発問に心がける。
学習の目標をはっきりと示し，自
分や友だちの学習の成果や課
題に気付くようにする。

話型の確立と，話し合いの方法
を知らせることにより，すべての
子どもがすすんで話し合いに参
加できるようにする。
学習の「ふり返り」や学習ノート・
ワークに目を通し，子どもの考え
や思いを知って，話し合いや次
の学習に生かすようにする。

担任や友だちから認められる喜
びを感じさせるようにする。その
ために，「ふり返り」や「発表」の
中の，子どもの考えや気づきを
学級に広めるようにする。

学習の成果や発言・態度を認める言葉か
けやまとめをする（全体に・個別に）

取り組む態度や努力を認め，成長への期
待を伝える（全体に・個別に）

学習態度

Ｐ　　　Ｄ

学習意欲
どの子も自分の考えや目標がもて，自分
が生かされる喜びを感じる授業展開をする

前期　５月～８月「学習指導」における工夫・改善
例

△

内容理解

学習有能感

学習協力

学習意欲

楽
し
く
分
か
る
授
業
の
工
夫
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を身に付け，互いに「聴き合う」ことのできる学

習集団になることをめざして，国語科指導（図

2-5）での展開を工夫した。以下に，その実践の一

部や成果について報告・考察する。 

図 2-5 ４年１組での実践（Ｄ１・Ｄ２）と確かめ（Ｃ２） 

 

 

 
 

まず，前期では，単元「大事なことは落とさず

に話したり聞いたりしよう」の中の小教材「伝言

はまちがえずに」に取り組んだ。（前期Ｄ１） 
 伝えたいことを正確に話したり聞き取ったりす

る，という単元の目標に加えて，本研究に関わる

具体的な目標を次のようにした。 
○話し手と聞き手が互いに相手意識をもって，分かりやす

く話したり，相手の意思を汲み取ろうとして聞いたりする

ことが大切であることに気付く  
授業では，この目標を達成するために，話し合

ったり協力して活動したりする場面をできるだけ

多く組み込んだ指導計画を立てた（表 2-2：一部）。 

表 2-2 ４年「伝言はまちがえずに」指導計画（一部） 

学習活動のグ: がグループ，全: が全体での

高め合いの場面である。この場面では，担任は，

学習の目的に沿いながらも相手意識をもった話し

合いや活動ができるように指導する。そのために

は，子どもの考えを引き出したり子ども同士の学

び合いを促したりするような発問や机間指導で，

働きかけが必要である。留意点の●は，とりわけ

Ａ児やＢ児へのかかわりを意識して設定したもの

である。担任は，実際の授業場面で，次のように

言葉をかけて相手意識をもたせている（図 2-6）。 

図 2-6 担任の問いかけの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担任が，このように，友だちの工夫や考えのよ

さに目を向けるように子どもに働きかけること

で，友だちから認められる嬉しさやたくさんの友

だちと学習する楽しさが感じられる授業になった

ようである。積極的な発言はなかったものの，Ａ

児Ｂ児ともに，熱心にメモをとったり笑顔で伝言

ゲームに参加したりしていた。 
その後も，国語科に限らずいろいろな学習場面

で話し合い活動を中心にした授業を展開し，９月

には２回目のアンケートを実施して取組の成果や

子どもたちの変容を確かめることにした。 

 Ｃ２として９月に行ったアンケート

の集計結果で大きな変化が見られたの

は，担任の学習指導に関わる設問への

回答であった（図 2-7，図 2-8）。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

図 2-8 「個別指導」に対する回答の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大事なことを落

とさず話すため

に，友だちはど

んな工夫をして

いましたか。 

相手の人が聞き取りやすい

話し方になっていますか。

 

A B

A B

５月

① い つ も
よ く

② だ い た い
ときど き

③ あ ま り
しな い

④ ぜ ん ぜ ん
しな い

９月

先生は授業中に，あなたの学習の様子を見
に来ていますか。

 前期Ｄ１（国語科：６月） 
実践例「大事なことは落とさず

に話したり聞いたりしよう」 

『伝言はまちがえずに』 

 後期Ｄ２（国語科：10 月）

実践例「場面をくらべて読もう」

    『一つの花』 
Ｃ２：９月 

成果と見直し

評価規準 学習活動 留意点（Ａ児Ｂ児●） 

１時 

教科書の電話の

対応例から，生

活の中での自分

の対応ぶりを振

り返り，学習の

めあてをつか

む。 

１.教科書の電話対応例を実践し，家の人に

伝える内容をそれぞれが書く。 

２.グループで話し合い，伝え方について気

付いたことをまとめる。グ：話し合い 

３.全体の場でグループの意見を出し合い，

学習のめあてを考える。全：話し合い 

・教科書の文は見せないで，教師が

話題提供者になって話す。 

●子ども同士で，普段している聞き

方（受け方）を見せ合う。 

・４人程度のグループで，まとめ役

（発表者）を決めておく。 

・発表には，グループごとのボード

を使うようにする。 

２・３時 

伝言の必要な場

面を自分たちの

生活の中から見

つけ，模擬体験

をすることを通

して正確に伝え

るための話し

方，聞き方につ

いて話し合う。 

１.前時で出し合った意見をまとめ，学習の

めあてを確認する。  全：話し合い 

２.自分たちの生活の中で，大事なことを伝

える場面を出し合う。 

３.グループの中で役割分担をして，「伝え

手」の活動が中心になる模擬体験をする。 

            グ：協働学習 

４.話題提供者の話題が，伝え手から受け手

へ正確に伝わっているかを確かめ合い，

第三者が，その伝え方を評価（気の付い

た点）する。     グ：協働学習 

 

５.気のついた点を生かしながら，そのほか

の例でも伝言ゲームをする。 

・前時に書き残しておいたボードを

並べ，本時の学習めあてであるこ

とを意識させる。 

●各自の役目が分かるように，分担

表を用意する。 

●活動方法がイメージできるよう

に，活動モデルを示す。 

●全員が活動に参加していることを

確認する。 

●伝えたいこと（話題や気付いたこ

と）をメモにするように助言する。

・学習のめあてに対しての「まとめ」

を各自でするように告げる。（ノー

ト・メモ） 

 

図 2-7 「承認・賞賛」に対する回答の様子 

B A

B A

① い つ も
よ く

② だ い た い
とき ど き

③ あ ま り
しな い

④ ぜ ん ぜ ん
しな い

９月

５月

あなたは，学習していて，先生からほめられた
り，はげまされたりしていますか。
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これらの図を見ると，Ａ児やＢ児は，担任が自

分の学習の様子をよく確かめに来ることを認知し

ているようである。ただし，全体では，担任から

ほめられたり認められたりしていると感じている

子どもが減少し，個別に指導されていると感じて

いる子どもも減っている。一斉指導と個別指導の

バランスを工夫することも必要であろう。 
前期の学習指導では，子ども同士のよさの認め

合いができるように意識して取り組んだためか，

「友だちとの学び合い」に対する意識の

低下は見られず，５月の調査結果と同様

に意識の高さがうかがえた。しかし，こ

の二つのグラフからは，自分のよさを担

任に認めてほしいと願う子どもがいるの

ではないかと推察された。 
 担任は，このことと最近の子どもたち

の様子や学習成果を重ね合わせて考察

し，『個別指導を丁寧に行い，子どもの発

言や学ぼうとする態度を認める言葉かけ

を増やす』ことを 後期の学習指導の重点

（Ｖ２）の一つとした。そして，具体的な

取組（Ｐ２）は，『机間指導やノート指導

の中で，これまで以上に子どもたちの学

習意欲や成果を認めるような言葉かけを

する』ことや『子どもたちが互いの考え

を認め合えるように，話し合いをコーデ

ィネートする』ことにしたのである。 
 では，後期に行った今西祐行作『一つ

の花』を教材にした国語科の授業の様子

を見てみる。 
この単元では，「登場人物の思いとともに題名に

こめられた作者の思いについても自分の考えをも

ち，友だちの考えと比べる（単元の目標）」ことを

通して，人の思いを汲んだり察したりする経験を

させたいと考えた。そして，授業展開に話し合い

の場を数多く組み込み，自分の考えが友だちとの

高め合いで広がり深

まっていく喜びを感

じさせたいと願った。

右上の表 2-3 はその

指導計画（一部）で，

□は登場人物の気持

ちに迫るところ，下

線は友だちとの学び

合い・話し合いの場

面である。また，Ａ

児Ｂ児を意識した留

意点（●）を設定し，言葉をかけたり学習の様子

を見守ったりできるようにした。そして，授業の

中では，担任からの全体への指示はできるだけ少

なくして，子どもたちの考えを引き出すために精

選した発問をしたり，交流が活発に行われるため

のコーディネートをしたりすることに心がけ，机

間指導においては，個別の言葉かけをできるだけ

多くした。 
表 2-3 ４年「一つの花」指導計画（一部） 

また，板書は，学習課題や学習の見通し，学習

成果を確かめるために大切なものであるが，今回

は特に，子どもたちが，自分の発言や考えが取り

上げられていると分かるようなまとめ方を工夫し

た（図 2-9 の  の中）。 
図 2-9 「一つの花（第二場面後半）」の板書 

 

時 目標（評価規準） 学習活動 留意点（Ａ児Ｂ児●） 

３

４

 

 

 

 戦時下の厳しい生活

状況を表す叙述を手が

かりにして，ゆみ子へ

の両親の気持ちを読み

取っている。（読） 
 

①第一場面を読み，書き出しにつ

いて考えることから，戦時下の

生活の厳しさを読み取る。 
②ゆみ子に対する母親の気持ちを

考え話し合う。 
③学習をふり返る（考えが深まっ

たこと）。 

●戦時下の暮らしの様子や母親のゆみ

子に対する思いを，文中の言葉を手

がかりに捉えるように助言する。 
・母親の口ぐせが「一つだけ―」にな

ったことを手がかりにして考えるよ

うにする。 

５

 

 

 

 

戦時下の厳しい生活

状況を表す叙述を手が

かりにして，ゆみ子へ

の両親の気持ちを読み

取っている。（読） 
 

①第二場面前半を読み，両親のゆ

み子に対する気持ちを想像しな

がら読み深める。 
②母親や父親の気持ちが表せるよ

うに，グループ（3人）で音読の

工夫をする。 
③となりのグループと，音読を聞

き合う。 

●両親の会話や父親の行動を手がかり

にして，両親のゆみ子への愛情やゆ

み子の将来を案じる気持ちを読み取

るように助言する。 
・地の文，父母の三つの役をグループ

内で交代し，気持ちの表現を工夫す

るようにする。 

６

７

 

 

見送り当日の家族の

様子を読み取り，コス

モスにこめられた父親

の気持ちを考えてい

る。（読） 
 

①第二場面後半を読み，見送り当

日の家族の思いやゆみ子に対す

る父親の気持ちを読み取る。 
②ふり返りをノートに書き交流す

る。 
 

・他の人々の見送りの様子と比べるこ

とを通して，戦争に行く日の両親の

気持ちを読み取るようにする。 
●叙述からコスモスの花のイメージを

もたせ，父親の思いに迫るようにす

る。 
８

 

 

 戦中と戦後の違いを

読み取り，母親の気持

ちを想像している。

（読） 

①第三場面を読み，母親とゆみ子

二人の暮らしぶりを読み取る。 
②母親のしていること，ゆみ子の

言葉や情景から，二人の会話を

想像して発表し合う。 
③母親の心の中を想像して，ノー

トに書く。 

・戦時下の暮らしと比べたり，会話や

行動を想像したりしながら，平和に

暮らしているゆみ子と母親の様子を

読み取るようにする。 
●父の気がかりだったゆみ子の成長に

ついて，考えられるようにする。 
・話し合い（発表）によって，戦後の

母と子の暮らしぶりを捉えさせたう

えで，母親の思いを想像するように

する。 
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 今回の授業で担任は，個別の言葉かけを増やす

ことを心がけたが，ただ回数を多くするだけでは

なく，Ａ児やＢ児など助言や励ましが必要だと思

われる子どもを中心に，とりわけ指導計画表中の

●の点に留意しながら言葉を選び，声をかけてい

った。それまで以上に子どもたちの表情や仕草に

目を向け，つぶやきに耳を傾けたのである。その

結果として，担任自らが「聴く」姿勢を子どもた

ちに示すことにもなったのではないだろうか。 
図 2-10   授業での学習場面 
 
 
 
 
 
 
 
 また，本単元の第３次（9･10 時間目）には，物

語の登場人物や作者に対して「手紙」を書いたり，

物語の感想をまとめたりして交流した。感想には，

すべての子どもたちが，登場人物や作者の思いに

ふれたりその身になって考えたりしている様子が

表れていた（図 2-11）。 

図 2-11 「一つの花」学習後の感想（一部） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担任は，これらの感想や発言にふれて，物語の

叙述をここまで丁寧に読み取り，人の「思い」に

ついてこんなにも熱心に話し合うものなのかと，

子どもたちの学ぶ力に驚いたという。また，授業

の留意点を意識しながらかかわったことで，Ａ児

やＢ児が，ゆみ子のかわいさや成長の様子にここ

ろを動かしたり学習主題に対する自分なりの思い

をもったりしていることに感動し，かかわり方の

大切さを再認識することができたそうである。 

（３）「伝え合う」から「聴き合う」へ 

 －ふりかえり（Ｃ３）から新たなビジョンを－ 
 これまで述べてきたように，４年１組では，国

語科を中心にして，子どもたちがそれぞれの考え

を出し合い，話し合う授業展開を工夫してきた。 

 まず，本時は何について考え，何をめざして話

し合うのかを学習課題として明確に示しながら，

子どもたちそれぞれが考えをもてるようにする。

そして，その考えを出し合うのだが，教師に向か

っての発言に終わらせるのではなく，子どもたち

同士の「伝え合い」から発言者の考えを理解しよ

うとする「聴き合い」にまで高めていく。さらに，

なぜそう考えたのだろうと，発言の背景やその友

だちの思いまで汲み取ろうとする態度をはぐくん

でいく。このような「聴き合い」によって友だち

の多様な考え方や人の思いにふれることが，学習

内容の知識だけでなく，深く「知る」ことの喜び

を感じられる授業になるのではないだろうか。子

どもたちが，学ぶことの楽しさを感じられるよう

な授業展開の工夫を心がけたいものである。 

 ４年１組の「学習の場」における５月時点での

課題（p.10 参照）のうち，「自分の考えをもって

話し合いに参加する」ことは，めざしていた姿に

近づきつつあるようだと担任は捉えていた。しか

し，12 月のアンケート結果（図 2-12）からは，課

題の一つとしていた「認め合う喜びを感じ，学ぶ

自信をもつ」については引き続いて重点的に取り

組む必要があることがうかがえた。とりわけ，Ａ

児のように，自分の学ぶ力に自信のない子どもた

ちには，自分が学級の「学びの場」に確かに存在

していることを知らせ，「学ぶ喜び」を実感させら

れるようなかかわりをしていきたい。  

図 2-12 ４年 1 組 12 月アンケート「学習有能感」 

 

 

 

 

今回の授業での取組をふり返って，担任は，次

のように感想を述べている。「一時間ごとの子ども

の学びをじっくりと見ることができ，子どもの姿

を思い浮かべながら学習を進めていける楽しさを

感じました。ただ，育っている子どもたちをよそ

に，私自身には課題が多くあることに気付きまし

た。発問を工夫したり話し合いをコーディネート

したりするなど，これからも教師としての技能を

高めていきたいと思います。」 

教師も，子どもと共に学んでいるのである。 

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学 習に 対 する意 識

Ｂ Ａ

あなたは，「自分に
はがんばれば，学
習できる力がある」
と思いますか。

学 習 有能 感

 
私
は
今
西
さ
ん
が
な

ん
で
も
、
一
つ
だ
け
し
か

な
い
か
ら
、
そ
の
、
一
つ

の
心
や
一
つ
の
物
を
大
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に
す
る
と
い
う
こ
と

を
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え
た
か
っ
た
ん
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
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私

は
、
ま
わ
り
の
人
が
し
て

く
れ
た
り
し
た
こ
と
の

感
し
ゃ
の
気
持
ち
を
こ

め
て
書
か
れ
た
話
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
こ

の
「
一
つ
の
花
」
を
読
ん

で
一
つ
一
つ
の
大
切
さ

を
知
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

僕の考え，みんな

と違うけどいい？

友だちの意見に注目させる 子どもの思いに耳を傾ける

 
ゆ
み
子
が
「
一
つ
だ
け

ち
ょ
う
だ
い
」
を
何
回
も

く
り
か
え
し
て
い
る
時

が
、
赤
ち
ゃ
ん
が
く
り
か

え
し
て
い
る
と
思
う
と
か

わ
い
く
思
え
ま
す
。
Ａ
児

二
才
の
と
き
に
お
父
さ
ん

に
も
ら
っ
た
一
り
ん
だ
っ
た

け
ど
、
十
年
た
っ
た
ら
ト
ン

ネ
ル
が
で
き
る
く
ら
い
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ゆ
み
子

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

 
 
 

Ｂ
児
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第２節 ６年生の学び合い 

 ６年２組の児童数は 34 名，前年度末の５年２組

のメンバーと同じである。昨年度から引き続いて

子どもたちを指導している担任は，どの子もまじ

めで何事にも一生懸命に取り組む学級であると評

価していた。そして，子どもたちにとって小学校

生活最後の１年間を充実させ，学級としてのまと

まりを大切にしつつ一人一人の自立心を高めたい

と考えた。しかし，前節の４年１組担任と同様，

そういった自分のめざす学級イメージはあるもの

の，日々の取組がどのような教育的効果をもたら

しているのかについての確証はなかった。子ども

の成長は直線的ではなく，その上，目に見えにく

いものだからである。そのため，手ごたえを確か

められるような学級経営をしたいと考えていた。 
 

（１）６年２組の学びとこころ 

－実態把握（Ｃ１）から経営プラン（Ｖ１・Ｐ１）へ－ 

 まず，６年２組の「学習の場」の実態を把握す

るために，５月半ばに実施したアンケートの結果

（図 2-13～15）を分析し概観した(Ｃ１)。 

図 2-13 ６年「学習の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「自分」について－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2-13 を見ると，子どもたちは自分たちの学習

意欲や態度，学習理解に対しては概ね満足である

ように自己評価している。しかし，それに比べて

学習有能感を強く感じている子どもは少ないとい

える。この時期の子どもは自分自身の学びの姿を

自己点検する規準が明確になりつつある時期で，

客観的に自己を評価する能力（メタ認知能力）も

発達してくる。そのため，頭に描く理想の自分の

姿には届いていないと感じる子どもも現れるため

ではないかとも考えられる。 
図 2-14 ６年「学習の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「学級・友だち」について－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また，上の図 2-14 を見たところ，学級全体の学

ぶ意欲や学び合いが大切だとする意識は高く，協

働的な学習も経験している。しかし，互いの考え

を聞き合って学びを深めているという自覚はあま

りないようである。とりわけ，友だちと協力して

学んでいると回答しながら，自分の学級は進んで

学ぶクラスとはいえないと感じているＣ児，「学び

合い」はとても大切だとしながら，クラスや自分

はそうしていないと受け止めているＤ児について

は，その意識の背景を推察し，学級づくりの核と

考えてかかわりたい。 
さらに下の図 2-15 から，「学びの場」での担任

のかかわり方をどう捉えているかを分析した。 

図 2-15 ６年「学習の場」アンケート（Ｃ１） 

－「担任」について－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

あなたは，授業に
集中し，熱心に取
り組んでいます
か。

学習態度

内容理解
あなたは，授業の
内容が分かって
いますか。

学習での事実や
その受け止め

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学習に対する意識

ＣＤ

Ｃ Ｄ

学習意欲

あなたは，進んで
学習して，いろい
ろなことを知った
り，できるように
なったりしたいと
思いますか。

学習有能感

あなたは，「自分
にはがんばれば，
学習できる力があ
る」と思いますか。

 学習での事 実や
その受け止め

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学習に対する意識

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

あなたは，学校の
学習で，友だちと
協力して調べたり
まとめたりしてい
ますか。

学びとり

協働学習

あなたは，学習す
るとき，友だちの
意見を，自分の
考えとくらべて聞
いていますか。

Ｄ Ｃ

Ｄ Ｃ

学習意 欲

あなたのクラスは，
進んで学習する
人が，多いクラス
だと思いますか。

学び合い

あなたは，友だち
と考えや思いを話
し合う学習は，大
切だと思います
か。

 学習での事実や
その受け止め

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学習に対する意識

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

承認・賞賛

あなたは，学習し
ていて，先生から
ほめられたり，は
げまされたりして
いますか。

個別指導

先生は授業中
に，あなたの学習
の様子を見に来
ていますか。

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

信頼・期待

あなたは，がん
ばって学習した
ら，先生はそのこ
とを分かってくれ
ると思いますか。

個別指導

先生は，あなた
に，分かりやすく
教えてくれている
と思いますか。
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すると，多くの子どもたちが，授業は分かりや

すく，努力すれば認めてもらえるだろうと，担任

の学習指導に満足している様子が見られた。 

しかし，中には，個別に指導を受けたりほめら

れたりしたことは少なく，自分の努力が認められ

るかどうかは不安だと受け止めているＣ児やＤ児

のような子どももいる。このような子どもたちは，

担任から直接，具体的な賞賛や励ましがあれば前

向きな意識をもつことができるだろうと思われ

る。また，ほめるということは学習意欲を喚起す

るだけでなく，信頼関係をつくるものでもある。 

 このように，アンケートの集計結果の分析を手

がかりに，子どもたちの意識や行動の背景を読み

解くことが，子どもたちをより確かに理解するこ

とになる。こうして，自学級を「学習集団」に育

成するために学びの場では何をすべきなのかが見

えてくれば，それが，学級経営プラン「『学習指導』

における工夫・改善の視点」となるのである。 
 ６年２組の学級担任は，自学級の実態から学習

に関わる課題と目標（めざす子ども像）を次のよ

うに捉えた。 
・ 自分の考えをもち，進んで交流する子 
・ 人の考えを受け止めようとする態度を身に付ける子 
・ 物事を多面的に捉え，広く深く考える子 
・ 学ぶ喜びや意義を感じ，進んで学ぼうとする子 

このように，学級の実態を捉え（Ｒ），そこか

らめざす学級の子ども像や学習指導の視点を設定

して（Ｖ），具体的な取組を計画した（Ｐ）のが，

「６年２組の学級経営プラン」（表 2-3）である。 

表 2-3 ６年２組 学級経営プラン「学習指導」（前期：一部） 

（２）社会科の授業を通して -（前Ｄ１・Ｃ２・後Ｄ２）- 

 ６年２組では，学習指導における具体的な取組

を，前期・後期とも社会科指導を中心に実践した。 
図 2-16  ６年２組での実践（Ｄ）と成果･見直し（Ｃ） 

 
 
 
 
 小学校学習指導要領「社会科」では，第６学年

の目標の中に，「社会的事象の意味をより広い視野

から考える力を育てるようにする」という一文が

ある。子どもたちは社会科学習を通して，同じ社

会的事象であっても，その捉え方には時代や立場

によって違いがあり，様々な考え方があることに

気付くだろう。それとともに，自分とは異なった

見方があることに気付くことや，多様で多面的な

考えに触れてより深く考えることを学ぶだろう。

このことが，社会科学習を通して育てたい子ども

たちの「学ぶ力」の一部であり，「学習集団」の一

側面でもあると考える。また，このことは６年２

組の学級担任が学級経営の視点とし，学習指導の

目標としていることとも重なっている。 
 そこで，６年２組の社会科指導では，社会的事

象について資料を活用して調査し，調べたことを

表現するといった学習活動に加え，そこから自分

の考えをまとめたり友だちと意見を交流したりし

て，考えを広げ深める活動を組み入れるようにし

た。６月下旬から取り組んだ単元「３人の武将と

全国統一」では，社会科の指導目標の他に，「学級

経営プラン（学習指導）」の取組に沿って， 
○３人の武将の業績に対するいろいろな考え

を出し合い，人によって多様な捉え方があるこ

とに気付く 

○共通の学習課題について，友だちと意見を交

流し合い，追究していく学習の楽しさを知る 

という目標をもって指導計画を立てた

（次頁：表 2-4）。学習活動のグ: が

グループ，全: が全体での話し合い，

高め合いの場面である。互いの考えを

受け止め合い，よさを学び合えるよう

にと毎時間のようにこのような話し合

いや意見交流の場を設けた。また，自

分中心の考え方をしやすいＣ児や，自

分の考えをあまり口にしないＤ児のよ

うな子どもに対して，個別の働きかけ

を意識できるように，指導の留意点を

設定した（表中の●や ）。 

  ＲＣ Ｃ

4月
実態 重点 具体的な取組 成果

６年２組

調査項目

個別の学習状況に応じて，分かりやすい
指導をする

※△

○

○

学習の成果や発言・態度を認める言葉か
けやまとめをする（全体に・個別に）

取り組む態度や努力を認め，成長への期
待を伝える（全体に・個別に）

△

○学
ぶ
喜
び

机間指導やノート・ワークシートなどから，
個々の学習状況を把握する

興味・関心を喚起する導入，関心・意欲が
高まる課題提示・授業展開をする

※

学習内容に合った学習形態の工夫をし
て，協働を促すようにする

互いの考えや思いを交流できるように，話
し合い活動を授業に組み込む

楽
し
く
分
か
る
授
業
の
工
夫

学び合い

承認・賞賛

信頼・期待

個別指導

個別指導

教
材
研
究

高
め
合
い

授業のあと，各自の学習の「振り返
り」（自己評価）を，学習ノートや
ワークシートに記入させ，個々の学
習状況を把握するとともに，励まし
や賞賛の言葉かけをする。
机間指導の際には，個々の学習状
況を確かめながら，必要に応じて
助言や励ましの言葉かけをする。

内容理解

学習有能感

学習協力

学習意欲

学びとり

前期　５月～８月「学習指導」における工夫・改善
例

予習ノートや発言などから，子ども
の興味・関心・考えを把握し，授業
の中で子どもの考えや調べたこと
が生きるような場を設けるようにす
る。

○

○

○

○

△

どの子も自分の考えや目標がもて，自分が
生かされる喜びを感じる授業展開をする

子どもの考えを引き出し，関連性や連続性
のある話し合いになるようにする

Ｐ　　　Ｄ

自分の考えや思いをノートやワーク
シートに書きとめ，それを小グルー
プで交流したり全体で話し合ったり
するなどして，全員が参加できる
「話し合い」の場を工夫する。
「～さんと同じで」「～さんの意見で
気づいて」などの話型を身に付ける
ようにするとともに，互いの考えを聞
き合い受け止めあう態度を育てる。

◎

△

学習態度

学習意欲

子どもが，目標達成までの見通しをもち，
学習成果を実感できるような場を設ける

話し合い活動の成果が実感できるような，
まとめ・振り返りをする

※

※

※

子どもの思考を考慮した分かりやすい発問
で，ポイントをおさえた授業展開をする

 前期Ｄ１（社会科：６月）

実践例 
「３人の武将と全国統一」

 後期Ｄ２（社会科：11 月）

実践例 
「新しい日本 平和な日本へ」

Ｃ２：９月 
成果と見直し
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表 2-4 ６年「３人の武将と全国統一」指導計画（一部） 

子どもたちはそれまで，このような話し合いを

中心とした「学び合い」の経験をあまりしていな

いということだったが，子どもたちの表情からは，

意見交流を楽しんでいるような様子がうかがえた

（図 2-17）。普段はあまり自分から発言をしない

Ｄ児の，グループの中で自分の考えを話しながら

友だちと発表準備をしたり，全員の前ではっきり

と感想を述べたりする姿も見られた。 

図 2-17 学習の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本単元の学習を終えた子どもたちからは，この

ように考えを交流し合う学習に対して「いろいろ

な考え方があるんだと思った」「自分が思ってたこ

とが深まった」というような意見が多く出された。

これらは学習のねらいとしたところであるが，中

には，「自分の意見に反論されて不愉快だった」と

いう感想もあった。このような思いは，それまで，

どちらかといえば一部の子どもからの発表で進め

ることが多い授業スタイルから，たくさんの意見

を引き出して交流するというスタイルに変えるこ

とで生まれやすいものである。多様な意

見を交わすことは，自分と異なる他者の

意見をどのように受け止めるか，という

他者受容の態度をはぐくむことにもな

る。学級内の人間関係づくりや人権意識

をはぐくむためにも，こうした場面を指

導の好機と考えてはどうだろうか。 
このように，子どもたちそれぞれが考

えをもち，それを交流して「学び合う」

授業を展開することは，子どもたち自身

の学ぶ力を育て，受容する態度をはぐく

み，受容される喜びを感じさせるものに

なると考えられる。これらのことを踏ま

えて，９月にＣ２として行ったアンケー

トの結果を，「学習有能感」や，友だちと

の「学び合い」に対する意識に注目して分析する

ことにした。すると，この点については図 2-18，

図 2-19 のような変化が見られた。 
図 2-18  「学習有能感」に対する回答の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-19  「学び合い」に対する回答の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これらを見ると，学級全体では，自分自身の学

ぶ力を肯定的に捉える子どもや，友だちと学び合

うことがとても大切だと考える子どもが増えたよ

うである。中でもＤ児の学習有能感が大きく好転

していることが分かるが，実は今回のアンケート

では，Ｄ児は多くの項目について肯定的な回答に

この場面で，信長なら何て言う

と思う？（ふたりで考える） 

秀吉は心配性のようだけ

ど，だからこそ，いろいろ

な作戦を考え付いたの

かなと思いました。 
（グループで発表する）

ぼくが調べたことは・・。 
（グループで交流する） 

 

Ｃ Ｄ

あなたは，「自分にはがんばれば，学習でき
る力がある」と思いますか。

D C

９月

５月

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない

 

Ｄ Ｃ

C D

① とて も
そ う思 う

② だ い た い
そ う思 う

③ あ ま り
思 わ な い

④ ぜ ん ぜ ん
思 わ な い

あなたは，友だちと考えや思いを話し合う学
習は，大切だと思いますか。

９月

５月

 

 

評価基準 学習活動 留意点（Ｃ児Ｄ児●  ） 
１・２・３時   

４時 

○各武将がなぜ勢力を拡大

することができたのか考

え，適切に判断する。 

○各武将の業績を知り，その

意義を適切に判断する。 

○全体交流会に向けて，各グ

ループで話し合い，協力し

て準備する。 

 

1.各武将が勢力を拡大することがで

き，全国統一をすすめられたのはな

ぜなのかを，資料や史実をもとにし

て考え，互いの考えをグ:交流して

深め合う。 

2.全体交流会で発表する内容や方法，

代表者を決め，資料や掲示物を分担

して準備する。 

 

●自分の調べたことをグループの中

で伝え合い（全員発言），考えを広

げたり深めたりする。 
 

 

・時間内（10 分間）に収まり，聞く側

に分かりやすいように（相手意識を

もたせて）準備させるようにする。

５・６時 

○他のグループの発表から， 

大切な事柄を聞き取った

り自分の考えをもったり

する。 

○自分の調べた事と関連さ

させたり，比べたりしなが

ら質問したり話し合いに

参加したりする。 

○３人の武将の生き方から，

自分のこれからの生き方

について考えをもつ。 

 

1.３人の武将について，それぞれのグ

ループから，発表する。全:交流会 

 （６グループ）各 10分間で 

   

2.発表を受けて，疑問に思うことや考

えたことについて全:話し合いをす

る。 

3.これまでの学習をもとに，３人の武

将による全国統一について「わたし

の考え」をまとめる。 

 

・机の配置を工夫し，お互いの顔を見

ながら話し合えるようにする。  

・発表を聞く側は，ノートに「大切な

こと」「疑問」「思ったこと」などを

メモしながら，考える資料にする。

●３人の武将を学習した後，それぞれ

の（自分の）生き方や天下統一に果

たした役割について，自分のノート

をふり返りながら自分の考えをま

とめるようにする。（ノート・作品）
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変わっていた。５月のアンケートでは，担任から

の「承認・賞賛」や「信頼・期待」を否定的に捉

えていたと思われるＤ児だったが，今回の調査で

はそのどちらも肯定的な捉え方や意識に変わって

いる。担任は，その要因の一つとして，学習ノー

トへの励ましのコメントや発言を認めるような言

葉かけを心がけたためではないかと捉えている。

このような取組の成果がうかがえる変化に，担任

も，指導の手ごたえを感じているようであった。 
 しかしその一方で，この時点でも，Ｃ児のよう

に学習に関して否定的な意識をもち続けている子

どもも存在している。６年２組では，このことを

後期に向けての学習指導の工夫・改善の視点とし

た。学級の全体と個の実態を考察した結果，前期

の取組の重点はそのままに，より子どもたちが学

びの楽しさを感じられるように，担任からの言葉

かけや子ども同士の認め合いの機会を増やすこと

にした。前期と同様に「高め合い」と「学ぶ喜び」

に関する取組に重点を置くことにしたのである。 
担任は，取組の重点を踏まえ，後期の社会科の

単元「新しい日本，平和な日本へ」の学習指導で

は，社会科としての単元目標のほかに，考えを交

流することによって自分の考えが深まったりもの

の見方が広がったりする「学び合いの楽しさ」を

実感してほしいという願いをもった。そこで，学

習指導計画（表 2-5）では，学習展開に意見や考

えを交流する場を多く設け，留意点としてＣ児の

学習有能感に働きかけるような手だて（●や ）

を考えて計画した。 

 このようなねらいをもった第５時「これからの

日本」の授業は，話し合い活動を十分に取り入れ

た展開になり，筆者はこれを参観・観察した。 
 子どもたちは，まず，これまで学んだ歴史から，

今の日本がこれまでに比べてよりよくなったと思

う点を各自で考えて発言した。それが，人々の努

力や向上心によるものであることをおさえた後，

担任の発問「では，これから解決していかなけれ

ばならない問題は何だろうか」について考えるこ

とにした。子どもたちから出された初発の意見を

いくつかのカテゴリーにまとめて学習課題として

提示し（図 2-20），課題グループに分かれて調べ，

話し合うことになった（図 2-21）。 
図 2-20 学習課題を提示し，学習の見通しをもたせる 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 2-21 友だちと考えを出し合う 

 
 
 
 
 
 
 
 机の向きを変えて，グループごとに顔を向け合

いながら調べ学習や話し合いをしているうちに，

子どもたちの表情には，ひとりで黒板やノートに

向かうときとは違った真剣さが感じられた。熱心

なグループの話し合いに十分な時間をかけるうち

に，進行役になる子どもが出てきてグループの意

見をまとめていった。そ

の間，担任は机間を回り

ながら話し合いを促した

り個別に助言したりして

いた。やがて，グループ

の考えを全体で話し合う

場面になり，学習課題ご

とのグループ発表と，担

任のコーディネートによ

って質疑応答を重ねてい

った。その結果として，

新たに知ったことや考え

の深まりや広がりがあれ

ば各自がノートに書き加

となり同士で話し，

自分の考えをもつ
グループで出た意見

をまとめる 

表 2-5 ６年「新しい日本，平和な日本へ」指導計画（一部） 

次 時 目標（評価規準） 学習活動 留意点（Ｃ児Ｄ児に● ） 

１・２次 １～４時 出会う つかむ  調べる 話し合う 

３
．
考
え
を
ま
と
め
る 

５
・
こ
れ
か
ら
の
日
本 

 これまでの歴史学

習をふり返り，これ

からの日本がめざす

べき方向や解決すべ

き課題について考え

ている。（関・思） 

1.教科書p.120を読んで，学習テーマ

を知る。 

2.今の日本は，どのような国になった

のかについて，歴史学習をもとに

意見や考えを出し合う。 
3.教科書p.121～122や資料集をもと

にして，これからの日本が取り組む

べきことは何かを各自で探る。（調

べ，意見をまとめる：ノート） 

4.調べたことや感想の交流 

5.年表・ノートに本時のまとめをす

る。（ふり返り） 

・本時の学習テーマを提示する。 
 
・これまでの歴史学習をふり返りながら

（根拠にしながら）現在の日本を自分

なりの見方で深く考えさせる。 
・これからの日本の課題を，近年のでき

ごとからとらえるようにする。 
●意見交流の時間を十分にとるように

する。 
●年表の書き込みと「ふり返り」に対し

て，よさを認めるようなコメントをす

る。（年表・ノート・言葉かけ） 
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えていく，といった学習展開であった。この学習

の中で，より強く感じるものがあったのだろうか，

ノートに書かれた本時の学習の「ふり返り」を見

ると，これからの日本の課題を自分の問題として

捉えた子どももいたようである（図 2-22）。 

図 2-22 「今の日本とこれからの日本」学習の「ふり返り」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実は，授業の後半，学習課題の一つである「人

権問題」についてのグループ発表を受けて，子ど

もたちの意見が大きく分かれる場面があった。現

存する差別やいじめを解決したり無くしたりする

ことはできるのか，というある子どもの問いに対

して，「無理だ，難しい」という意見と，「どうに

かして解決できるはずだ」という意見とが出され

たのである。それまで，比較的静かな雰囲気で学

習していたクラスが，ここにきて熱のこもった意

見交流の場になった。真剣な表情で自分の考えを

話す子ども，聴く子ども，考える子ども，何人も

が発言することを自分から求めていった。その中

で，どちらかというと静観していたＤ児に対して

Ｃ児は積極的に発言した。身近な交友関係を頭に

浮かべながら，友だちとしてどうするべきかにつ

いて自分なりの思いを話していたようである。 
 今回の授業では，クラス全体で一つの結論にま

とまることはなかったものの，自分と異なる友だ

ちの考えを，自分の意見とつき合わせて深く学び

合う機会になったようである。多様な意見を交わ

すことから，自分がはじめにもっていた考えをさ

らに深めたり広げたりするこのような「学び合い」

は，子どもたちのこころに残るものになったはず

である。そして，真剣に学ぶ子どもたちの姿は，

教師としてのやりがいや喜びを感じさせてくれ

る。子どもとともに教師も，「学び合う楽しさ」を

感じることのできる授業をめざしたい。 

（３）「交わす」から「学び合う」へ 

－ふり返り（Ｃ３）から新たなビジョンを－ 
「話し合い」学習では，たくさんの意見を出し

合う学習方法に好感をもちながらも，反論された

り異なる意見を出されたりすることに抵抗感を示

す子どももいる。しかし，やがて，多様な意見が

出される中で「自分はこう考える」と自信をもっ

て主張する子どもの姿が見られ，「ふり返り」では，

友だちの考えに触れて自分の考え方が変わったり

広がったりした様子が書きとめられるようにもな

る（図 2-23）。自分と異なる考えを拒絶したり排

除したりするのではなく，そこに価値や意味を見

付け出そうとする態度は，学習集団として必要な

「学び合い」の姿であるといえる。 
図 2-23 話し合いの後の「ふり返り」 

 
 
 

 
そこで，12 月に実施したアンケートの結果から

子どもたちの「学び合い」に対する回答を見ると，

Ｃ児をはじめ，ほとんどの子どもたちが話し合う

学習の大切さを感じているようであった（図

2-24）。さらに，これを５月→９月→12 月と並べ

たとき，この意識は一貫していることも分かった

（図 2-19 参照）。友だちと考えを交わし自分の考

えが深まっていく手ごたえを，子どもたち自身が

感じているようである。しかし一方では，Ｄ児の

ように，「学び合い」の意識に大きな揺れを示す子

どももいる。その思いの背景を理解して，個を大

切にした取組をしていきたいものである。 
図 2-24 ６年２組 12 月アンケート「学び合い」 

 
 
 
 

このように，担任は，子どもたちに学び合う楽

しさを実感させることで，進んで学ぶ態度を育て

ようとしてきた。そして，その取組が子どもたち

の内面にどのように影響しているのかを，アンケ

ートや日々のかかわりで確かめながら個と全体と

に届くような学習指導を工夫していった。自分の

学習指導のあり方をこのようにじっくりと問い直

すことは，毎日の教育活動に奔走している担任に

とって負担かもしれないが，子どもに届く確かな

学習指導をするためには，何にも代え難い教育活

動であるといえるだろう。 

今日，自分で調べたり友だちの発表を聞いたりし

て，まだまだ日本にはたくさんの問題があると思い

ました。今の日本は豊かだとは思うけど，こんなに

問題があるということは，まだまだだなと思いまし

た。現実的に考えると，一人一人が変わらない限り

世の中は変えられないと思いました。 

 基本的人権が保障されることになっているけど，

「個人の尊重と法の下の平等」はできていないと思

う。差別をしたりいじめがあったりして，個人を尊

重しているとはいえない。みんなが「一人一人が大

事」と思わなければならない。それを「これから」

やろうと思わず，「今から」やらなければならない。

 ぼくは，「男女平等」については解決していると思

っていたけど，○さんが言ったことを聞くと，まだ解

決してはいないと分かりました。でも，みんなの発表

から，努力している人がいることも分かりました。 

 ①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学 習 に対 する意 識

C D

学び合 い

あなたは，友だち
と考えや思いを話
し合う学習は，大
切だと思います
か。
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第３章 協働の種から，豊かな人間関係を 

－「生活の場」のマネジメント－ 
第１章第１節で述べた二つの場のうち，この章

では，「生活の場」に焦点を当て，学習集団育成の

最も大切な視点でもある「豊かな人間関係をはぐ

くむ」ための実践について報告・考察する。 
本研究では，よりよい人間関係を形成するため

に特別活動が有効であると考え，係・当番活動な

どの学級活動や，運動会・学芸会などの学校行事

に取組の重点をおいて研究を進めた。小学校学習

指導要領の「特別活動」では，その目標を「『望ま

しい集団活動』を通して，心身の調和のとれた発

達と個性の伸長を図るとともに，集団の一員とし

ての自覚を深め，協力してよりよい生活を築こう

とする自主的，実践的な態度を育てる」と定めて

いる。このことから，特別活動を通して働きかけ

ることで，子どもたちは学級集団の一員としての

所属感・帰属感・連帯感をもつことができるだろ

うと考えたからである。さらに，そのことが，ル

ールやマナーの大切さに気付き，コミュニケーシ

ョン能力を高めることにもなるのではないかと考

えたのである。この考えに基づき，「仲間づくり」

をキーワードにして，各担任が学級の人間関係づ

くりに取り組んだ様子を以下に報告・考察する。 
 
第１節 ４年生の仲間づくり 
 子どもの人間観は，幼児期には周囲の大人，と

りわけ親から学んでいくものであるが，児童期に

は仲間とのかかわりで学ぶことが多くなる(8)。４

年生はその児童期の中程に当たり，それまでの限

られた人間観や自己中心的な言動に大きく変化が

現れる時期でもある。また，児童期の初期に比べ

て社会性が発達し，他者をより強く意識した行動

や態度をとるようになるが，このことが学級の人

間関係づくりでの重要な視点であると思われる。 
  
（１）４年１組のわたしと友だち 

－実態把握（Ｃ１）から経営プラン（Ｖ１・Ｐ１）へ－ 
 ５月半ば，４年１組の子どもたち 32 名に対して，

人間関係に視点をおいた「生活の場」に関わるア

ンケートを実施したところ,その結果は図 3-1,図

3-2 のようになった。 

これらの結果を見ると，学級の多くの子どもた

ちがルールを守ることは大切だと考え，自分も学

級全体も実際に係や当番活動を忘れずに実行した

り約束を守ったりしていると回答している。また，

級友への親和の気持ちも強く，多くの子どもが楽

しく交友しているようである。「注意したり相談し

たりしない」という子どもの中には，その必要が

ないと感じている子どももいると思われる。 

しかし，Ｂ児の回答については強く否定してい

るものもあり，自分や友だちに対して自信や安心

感をもてずにいる様子がうかがえる。また，事実

と意識とは異なるＡ児のような子どももいる。目

に見える行動だけで判断せず，意識の背景を推察

しながら行動観察をして，子どもたちがよりよい

友だち関係を結べるように働きかけることが必要

であろう。担任は，考察をもとに４年１組の「生

活の場」で，子どもたちの豊かな人間関係をはぐ

くみながら学級をよりよい集団にすることをめざ

して経営プランを立てた（次頁：表 3-1）。 
図 3-1 ４年「生活の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「自分」について－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3-2 ４年「生活の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「学級・友だち」について－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ①いつも
よく

②だいたい
ときどき

④ぜんぜん
しない

③あまり
しない

生活での事実や
その受け止め

「学 級生 活 」に 対 する意 識
①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

④ぜんぜん
思わない

③あまり
思わない

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

ル ール

役 割
実 行

リレーシ ョン

協 力
公 徳

あなたは，クラスで
決まっている当番
や係の仕事を，忘
れずにきちんとして
いますか。

あなたは，友だちの
気持ちを考えてか
ら，話したり行動し
たりしてますか。

Ｂ Ａ

Ａ Ｂ

ルール

規 範
意 識

リレーシ ョン

信 頼
関 係

あなたは，クラスの
やくそくや決まりを
守ることは，大切な
ことだと思います
か。

あなたは，困ったこ
とやなやみごとが
あったら，クラスの
友だちに聞いてもら
おうと思いますか。

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

④ぜんぜん
しない

③あまり
しない

生活での事実や
その受け止め

「学級生活 」に対する意 識
①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

④ぜんぜん
思わない

③あまり
思わない

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

ルール

目標
自覚

リレーション

交友
関係

あなたは，クラスの
友だちに，決まりを
守るように注意する
ことがありますか。

あなたは，休み時
間や放課後に，友
だちと一緒に楽しく
すごしていますか。

Ａ Ｂ

Ｂ Ａ

人権
意識

ルール

安心
信頼

リレーション

あなたのクラスは，
やくそくや決まりを
守る人が，多いクラ
スだと思いますか。

あなたのクラスは，
思いやりのある人
や，やさしい人が多
いクラスだと思いま
すか。
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 ４年1組 ＲＣ Ｃ

4月
実態 重点 具体的な取組 成果

「生活指導」における工夫・改善
例

前期　５月～８月

Ｐ　　　Ｄ

実態把握の視点

交友
関係

人権
意識

係の活動や計画をするための時
間を定期的に確保して，係活動
を自治的・計画的に進められる
ようにする。

学級会議のシステム（組織）をつ
くり，生活のルールやめあてを自
分たちで決めたりふり返ったりし
て，よりよい生活を自分たちでつ
くるという意識をもたせる。

ル
ー

ル

○

子
ど
も
ど
う
し
の
か
か
わ
り

当
番
・
係
・
班
活
動
で

平等な役割分担をし，分かりやすいシステ
ムを作って活動しやすくする

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

ル
ー

ル

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

役割
実行

規範
意識

協力
公徳

生活を楽しくするための考えを出し合い，
話し合いによる自治的な活動を促す

友だちと協力したり友だちを思いやったり
する態度を，認め賞賛する

当番や係の必要性や公益性を自覚させ，
責任を果たしたことを認め賞賛する ◎

○

※

信頼
関係

目標
自覚

安心
信頼

※

○

○

○

学
級
活
動
・
遊
び
で

学級の目標ややくそくを，話し合いをもと
にして決め，自覚させる

休み時間や放課後の，子ども同士の交流
の様子を知り，見守り，働きかける

◎
互いの思いを受け止めたりよさを認め合っ
たりする場を，日常的に設ける

◎

生活を安心・安全にするためのやくそく
を，話し合いをもとにして理解させる

表 3-1 ４年１組 学級経営プラン「生活指導」 

         「子ども同士のかかわり」（前期） 

前期の経営プランで重点目標としたのは，表の

中に※をつけたもので，アンケート結果や日常の

様子から，めざす学級づくりの重点になると担任

が判断したものである。これらをもとに，子ども

の自治的で計画的な係活動を促すような取組をす

ることにした。さらに，自分たちの学級生活をよ

りよくするのは自分たち自身だという自覚をもた

せたいと考えて，クラスのルールや生活のめあて

を話し合いによって決める機会をできるだけもつ

ように計画した。とりわけ，Ａ児やＢ児のように，

学級への所属感や心地よさをあまり感じていない

様子の子どもたちが，活動の輪の中に入っていけ

るようにと願って取り組むことにした。 

  

（２）係・当番活動を通して-（前Ｄ１・Ｃ２・後Ｄ２）- 

前期，４年１組では，「経営プラン（生活指導）」

の取組計画に沿って係活動についての学級会をも

った。どのような係を設置するかを話し合う前に，

やりがいを感じ，自分から進んで取り組めるよう

な活動とは何かを話し合うことにした。係がする

のは生活に不可欠な仕事なのか，それとも，生活

をより楽しくするための活動なのかについて，子

どもたちが話し合った結論は，「クラスのみんなが

楽しんでくれることがうれしいし，それがやりが

いになって進んで活動できる」というものだった。 
この共通認識をもとに，子どもたちが考え出し

たのは『みんな遊び』『学級新聞』『お笑い』『なぞ

なぞ』『かざり』『読書』などの係であった。担任

はこれらの係が十分に話し合ったり活動したりす

る時間がもてるように，毎週月曜日の一時間目に

「学級活動」の時間を設け，そのうち 20 分程度を

「係の時間」とした。子どもたちは，その時間を

使って計画を立てたり準備をしたりする。実際の

活動は，自分たちで時間を見つけて進めていくこ

とが多く，休み時間や放課後に『学級新聞』を書

いたり『かざり』を作ったりと，自分

たちで楽しんで取り組んでいた。しか

し，『みんな遊び』係の活動については，

しばしば紛糾した。チーム分けやルー

ルに納得のいかない子，他にやりたい

ことがあると無断で参加しない子，自

分勝手な態度で遊びを仕切る子などが

出ると不平不満の声があがる。そして，

その声の多くは係の子どもたちに向け

られ，その中にＢ児も含まれていた。

楽しいはずの『みんな遊び』には問題

続出だったのである。担任は，もめご

とが起こるたびに当事者での話し合いをもち，お

互いの思いを聞き合ったり自分の態度をふり返っ

たりさせた。子どもたちは，それでいくらか納得

した様子にはなっても，自らが問題解決に向けて

積極的な態度を見せることはあまりなく，担任は，

指導のあり方をふり返ることも多かったという。 
９月に行った２回目のアンケート結果（Ｃ２）

からは，「学級や友だち」に対して否定的な受け止

め方をしている子どもたちの数がやや増えている

ことが見て取れた（図 3-3，図 3-4）。  

図 3-3 「安心・信頼」に対する回答の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 「人権意識」に対する回答の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで，前述のような前期の様子とも合わせて

考え，後期の生活指導の取組重点を「互いの思い

を受け止め合う」ことに絞ることにした。そして，

 あなたの クラスは ，や くそ くや 決 まりを守 る人
が ，多 いクラスだ と思 い ます か。

Ａ Ｂ

④ぜ んぜ ん
思わ ない

③あまり
思わ ない

① とても
そ う思 う

②だい たい
そ う思 う

B A

９ 月

５ 月

 あなたのクラスは，思いやりのある人や，やさ
しい人が多いクラスだと思いますか。

④ぜんぜん
思わない

③あまり
思わない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

Ｂ Ａ

B A

９月

５月
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問題が起こったときは，当事者だけでなく，学級

全員で話し合って問題解決する場を設け，互いの

思いを受け止め合う機会にしようと考えた。 

 後期になっても，係活動に関する多様なもめご

とは起こったが，担任は，そのたびにクラスの問

題としてできるかぎり子どもたち全員に話し合わ

せた。ときには，予定していた授業を変更するこ

とになったが，「みんなが楽しい」とはどういうこ

となのかを時間をかけて考えさせることにした。

教科の学習が進まず,内心焦りを覚えることもあ

ったが，子どもの人権意識を育てるための大切な

学習であると考えて,問題解決に向けて話し合い

を積み重ねていった。そうするうちに,自分本位な

発言をしていた子どもが,他の子の気持ちや事情

に配慮した考えを出すようになった。自分の正直

な気持ちとクラスみんなの思いとの狭間で迷った

り悩んだりすることが,子ども自身のこころをは

ぐくんでいるようにも思われた。もちろん，その

視点で物事を考えられるようにと，子どもたちの

話し合いをコーディネートしたのは担任である。 

 しかし，給食当番や掃除当番などのように，仕

事の内容も分担も決められた活動は，係活動ほど

の意欲をもって取り組むのは難しい。とりわけ清

掃活動は，学校や学級のためになくてはならない

仕事であることを自覚させようとしても，楽しい

仕事とは感じにくく，仕事を友だちに押し付けた

り掃除用具で遊んだりといったトラブルが起こり

がちである。４年１組でも「なぜ，きちんとでき

ないのか」について話し合いをもったが，子ども

たちの様子に大きな変化は見られなかった。 

そこで担任は，ほとんど毎日，すべての清掃場

所をまわって声をかけたり子どもと一緒になって

汗を流したりした。掃除の手順や用具の使い方を

教えながら，きれいになった教室を共に喜び，子

どもたちの労をねぎらった。やがて『帰りの会』

では，たくさんの子どもたちから，友だちが熱心

に掃除に取り組んだことや見事な手際できれいに

したことなどが紹介されるようになり，ほめられ

たＡ児やＢ児のうれしそうな笑顔が見られること

も多くなったという。 

図 3-4 掃除当番 

 
 
 
 
 
 

（３）「みんなと共に」という意識 

－ふり返り（Ｃ３）から新たなビジョンを－ 
 このように，係・当番活動は，子どもが学級へ

の所属感や有用感を得る機会でもあり，学級での

自分の居場所を確かめるための手がかりにするこ

ともできる。自分の個性を埋没させることなく，

学級の生活や文化に貢献していることが自覚でき

たなら，子どもにとって大きな喜びとなるに違い

ない。そのためにも，前項で述べたような，担任

や友だちからの承認や賞賛は欠かせないものとい

える。集団の中の大切な一人であることを互いに

認め合えるような働きかけが必要なのである。 

11 月の『学芸会』に発表する学年コーラスに取

り組んだ際にも，一人一人が学年や学級の中で大

事な役割を担っているのだということを子どもた

ちが感じ取れるように指導した（図 3-5）。担任は， 
図 3-5 ハーモニー  友だちの声に耳を澄ませ，

自分の声を重ねるようにす

れば，いくつもの異なった

声の重なりが美しいハーモ

ニーになって響くのだとい

うことを，何度もくり返し

て伝えていった。そして，やがて，子どもの声が

深く優しい声に変わっていくのを感じたという。

発表会当日，会場からたくさんの拍手を送られ，

先生から賞賛され，お互いを称え合うことができ

た子どもたちは，友だちとともに練習に励んだこ

とに喜びと達成感を感じていたことだろう。 
 12 月のアンケート結果では，注目していた意識

が大きく向上した様子が見られず（図 3-6），担任

は自分の指導力が足りないためかと考え込んだと

いう。しかし，一人一人の回答を丁寧に読み取っ

ていくと異なる側面も見えてきた。 

図 3-6 ４年１組 12 月アンケート「人権意識」 

 
 
 
 

上の図を見ると，「やさしい人は多くない」と

回答しているＡ児など数人の子どもには，「友だち

と楽しくすごしている」と回答している子どもが

多い。一見矛盾しているようだが，この子どもた

ちには，ごく限られた友だちとしか交友していな

い傾向があり，たくさんの友だちのよさにふれて

いないのではないかと推察された。担任は，今後

も子どもたちのこころの動きを見ながら，友だち

のよさにふれる機会を増やそうと考えている。 

 ③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う「学 級 生 活 」に 対 す る 意 識

B A

あなたのクラスは，
思いやりのある人
や，やさしい人が多
いクラスだと思いま
すか。

リ レ ー シ ョン

人 権
意 識

雑巾を並べてかける 分担を決めて掃く
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第２節 ６年生の仲間づくり 
児童期の子どもたちは，「仲間」との相互作用

で他者を受容したり自分を受容されたりするこ

と，傷つけたり傷つけられたりすることなど，多

くの経験を通して人間観を発達させていく。とり

わけ児童期の後期では，「親密な友だち関係ができ

てくると，他者に心を開き，相手も自分に心を開

くということがなされ，その中で友だちの内面に

関心を向け，お互いの喜びや悲しみ，不安と希望

を共有していくようになる(9)」といった共感的な

対人意識に発展していき，その後の人間関係に大

きく影響することも多い。多感で感受性豊かな高

学年の子どもにとって，この時期の仲間づくりが，

よりよい人間関係をつくるための資質を育てるこ

とにつながっているといえるだろう。 
 
（１）６年２組のわたしと友だち 

－実態把握（Ｃ１）から経営プラン（Ｖ１・Ｐ１）へ－ 

 ５月半ばに行ったアンケート調査に対して，６

年２組（34 名）の子どもたちの回答は以下のよう

になった。（図 3-7，図 3-8） 

図 3-7  ６年「生活の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「自分」について－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-7 では，約束や決まりを守ることは大切で

あり，自分はそれらを守り役割や責任を果たして

いると考えている子どもが多く，学級全体の規範

意識は高いのではないかと思われる。その一方で，

心を開いて友だちとかかわっている様子の子ども

はあまり多くない。次の図 3-8 を見ても，友だち

と楽しく過ごすといってはいるが，信頼や人権意

識についての学級に対する評価は高いとはいえな

い。Ｃ児やＤ児のように，自分自身は役割や決ま

りを遵守し友だちを思いやってはいるが，クラス

の中に信頼できる温かい人間関係があるとは感じ

ていない様子の子どももいる。担任が自学級の子

どもたちを「人の話や指示したことを素直にきい

て行動できる」と評しているように，この集計結

果からも学級全体の規範意識が高いことがうかが

えるが，子どもたち同士のこころのつながり方は

この時点ではまだ強くないといえるだろう。 
図 3-8 ６年「生活の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「学級・友だち」について－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このようなアンケート結果の分析とそれまでの

観察やかかわりなどから，一人一人の子どもの内

面と人間関係の現状を推察し，学級全体の現況を

把握する。そうすることで，学級生活のどの場面

にどのような取組が必要なのかが見えてくる。 
担任は，このような学級の実態から，学級づく

りの重点になると思われること（※をつけたもの）

を判断し，その「工夫・改善例」を参考に，自分

の取り組めそうなプランを立てた（次頁：表 3-2）。

子どもたちに，互いを思いやることの大切さや自

分が受け止められている心地よさを実感させ，学

級の中に温かい人間関係をつくることを重点目標

とした経営プランである。とりわけＣ児のように，

楽しく過ごしてはいるが，友だちに対して信頼や

優しさを感じていないのではないかと思われる子

どもに焦点を当てて取り組むことにした。 

また，このプランには，学校で決められたルー

ルを守るだけでなく，自分たちの生活をよりよく

しようと自発的に話し合い，自律的な生活ができ

る子どもに成長して欲しいという担任の願いも込

められている。卒業まで一年を切り，小学校生活

の締めくくりとしても，お互いにとってのよりよ

い人間関係をつくっていけるような資質を育てた

いと考えていた。 

 生活での事実や
その受け止め

③あまり
しない

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

④ぜんぜん
しない

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う「学級生活」に対する意識

Ｃ Ｄ

Ｄ Ｃ

あなたは，クラスで
決まっている当番
や係の仕事を，忘
れずにきちんとして
いますか。

あなたは，友だちの
気持ちを考えてか
ら，話したり行動し
たりしてますか。

ルール

役割
実行

リレーション

協力
公徳

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

あなたは，クラスの
やくそくや決まりを
守ることは，大切な
ことだと思います
か。

あなたは，困ったこ
とやなやみごとが
あったら，クラスの
友だちに聞いてもら
おうと思いますか。

ルール

規範
意識

リレーション

信頼
関係

 生活での事実や
その受け止め

③あまり
しない

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

④ぜんぜん
しない

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う「学級生活」に対する意識

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

あなたは，クラスの
友だちに，決まりを
守るように注意する
ことがありますか。

あなたは，休み時
間や放課後に，友
だちと一緒に楽しく
すごしていますか。

ルール

目標
自覚

リレーション

交友
関係

Ｄ Ｃ

Ｃ Ｄ

あなたのクラスは，
やくそくや決まりを
守る人が，多いクラ
スだと思いますか。

あなたのクラスは，
思いやりのある人
や，やさしい人が多
いクラスだと思いま
すか。

人権
意識

ルール

安心
信頼

リレーション
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表 3-2 ６年２組 学級経営プラン「生活指導」（前期） 

 
（２）学校行事を通して －（前Ｄ１・Ｃ２・後Ｄ２）－ 

 前期，６年２組の子どもたちが，気持ちをひと

つにして取り組んだものに水泳大会がある。それ

まで行われてきたクラス対抗の各種のスポーツ大

会では一度も勝利したことがなく，子どもたちの

間には今度の水泳大会でも勝利は期待できないだ

ろうという雰囲気があったそうだ。しかし，子ど

もたちそれぞれが，出場する競技に精一杯打ち込

み，その友だちの姿に大きな声援を送っているう

ちに，予想外だった勝利を手にしたのである。子

どもたちの歓喜の声に，担任も喜びがわいてきた

という。また，わが子が目を輝かせてこのことを

話してくれたと，保護者からの声も届いた。一人

一人が力を尽くそうとし，お互いを励まし合いな

がら勝利したことは，子どもたちにとって貴重な

体験になったのではないだろうか。 

このように，学校での行事は，子どもたちの対

人意識を発展させ，人間関係を豊かにするための

きっかけになることがある。小学校学習指導要領

には，学校行事について「学校生活に秩序と変化

を与え，集団への所属感を深め，学校生活の充実

と発展に資する体験的な活動を行うこと」とある。

友だちと目標や課題を共有し，その達成に向けて

話し合いや工夫を重ね，協力して取り組んでいく

ことで集団としての資質を高めていく。それは，

行事に取り組んだ結果として感じる達成感や成就

感はもちろん，友だちと協働する過程で感じる

様々な思い自体が，子どもたちの対人意識をはぐ

くむからではないだろうか。教師自身も，このよ

うなねらいがあることを認識しながら学校行事に

臨み，子どもたちの参加意欲を高め，達成感を感

じられるような指導をしたい。 

９月に２回目のアンケートを実施して，子どもた

ちの意識の実態を見る（Ｃ２）こと

にしたが，中でも子どもたちの対人

意識に注目して集計し，分析するこ

とにした。子どもたちが，自分の学

級の中にリレーションと呼ばれる

“温かい人間関係”を感じているか

どうかを知りたかったからである。 

それに関わる二つの設問に対する

回答を５月のものと比較すると次の

図 3-9，図 3-10 のようになった。前

回の様子とほぼ同じ傾向になった

「信頼関係」に対して，変化が見ら

れたのは「人権意識」である。 

図 3-9 「信頼関係」に対する回答の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-10 「人権意識」に対する回答の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3-9 が示すように，「悩みがあったら友だちに

相談しようと思う」という子どもは，前回同様そ

れほど多くはなく，Ｃ児，Ｄ児とも前回と同じで

「ぜんぜん思わない」と回答している。しかし一

方では，図 3-10 から分かるように，「思いやりの

ある人が多いクラスか」に対してはふたりとも５

月の回答ほどの強い否定はしていない。「悩みがあ

ったら打ち明ける」という思いには至らなくても，

この頃には，学級の“温かさ”を感じるような出

来事もあったのではないだろうか。「友だちと一緒

に楽しく過ごしているか」の設問に対して，前回

は「あまり」と答えたＤ児を含む大多数の子ども

が「楽しく過ごしている」と回答していた。 

 

Ｃ Ｄ

④ ぜ ん ぜ ん
思 わ な い

③ あ ま り
思 わ な い

① とて も
そ う思 う

② だ い た い
そ う思 う

あなたは，困ったことやなやみごとがあったら，クラ
スの友だちに聞いてもらおうと思いますか。

C D

 

９ 月  

５ 月  

 

④ ぜ ん ぜ ん
思 わ ない

③ あまり
思 わ ない

① とても
そ う思 う

② だ い たい
そ う思 う

Ｃ Ｄ

あなた の クラスは ，思 い や りの ある人 や ，や さ
しい 人 が 多 い クラスだ と思 い ます か 。

C D

 

９ 月  

５ 月  

 ６年２組 ＲＣ Ｃ

4月
実態 重点 具体的な取組 成果

調査視点
「生活指導」における工夫・改善

例

Ｐ　　　Ｄ

△

△

◎

安心
信頼

交友
関係

人権
意識

休み時間や放課後の，子ども同士の交流
の様子を知り，見守り，働きかける

互いの思いを受け止めたりよさを認め合っ
たりする場を，日常的に設ける ※

生活を安心・安全にするためのやくそくを，
話し合いをもとにして理解させる ※

学級の目標ややくそくを，話し合いをもとに
して決め，自覚させる

協力
公徳

生活を楽しくするための考えを出し合い，
話し合いによる自治的な活動を促す

友だちと協力したり友だちを思いやったり
する態度を，認め賞賛する ○

信頼
関係 △ ※

子
ど
も
ど
う
し
の
か
か
わ
り

当
番
・
係
・
班
活
動
で

平等な役割分担をし，分かりやすいシステ
ムを作って活動しやすくする

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

ル
ー

ル

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

役割
実行

規範
意識

目標
自覚学

級
活
動
・
遊
び
で

◎
ル
ー

ル

◎
当番や係の必要性や公益性を自覚させ，
責任を果たしたことを認め賞賛する

前期　５月～８月

○

生活班や当番グループなどで，学
級生活をよりよくしていくための「話
し合い」の機会をできるだけ設け，
自発的な活動になるようにする。

学級会議の時間を設けて，学級の
トラブルの解決に向けて，子どもた
ちの考えを多く引き出し，交流でき
るようにする。
目標達成に向かって全員で協力し
たり，力を出し合ったりする機会を
できるだけ設けるようにする
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 担任は，これらの考察をもとに前期の学級経営

プランを見直し，後期の指導目標のひとつを「信

頼関係を高める」こととした。そのため，学級や

グループでの話し合いをより活性化し，子どもた

ちが集団の中で支え合い，自発的に活動するよう

に導くことを取組の改善点とした。また，後期に

は運動会や学習発表会など大きな学校行事が予定

されており，こうした機会を学級づくりの手がか

りにしたいという考えもあった。学校行事への主

体的な参加は，子どもたちの真剣な話し合いや協

働の場となるのではないかとの期待があったから

である。 
 期待した通り，運動会での活動や活躍は，子ど

もたち自身の内面をはぐくむものとなった。子ど

もたちは，プログラムの最後を飾る『組体操』の

完成に向けて，文字通り真剣に練習に取り組んだ。

崩れては組み直し，傾いては支え合いながら，少

しずつ堅固な“塔”にしていったように，子ども

たちの思いもひとつにまとまっていったように思

えると，担任はふり返る。当日は，見事な演技に

大きな拍手が送られたが，塔の頂上に立った子だ

けでなく，その下や回りで支えた子どもたちにと

っても，何よりうれしい拍手だったに違いない。 
図 3‐11 支え合う『組体操』   学習発表会では学

年として『オペレッ

タ』を発表すること

になった。場面や歌

のパートに分かれて

の練習は，授業とし

て設定された時間の他に放課後や休み時間にも，

子どもたちが自主的に集まって行った。だが，よ

りよくしたいという子どもたちの主張がぶつかり

合うこともあり，すべてのグループが思い通りに

練習を進められたわけではなかった。Ｃ児のグル

ープでも，Ｃ児の気まぐれな練習態度に関して言

い争いが起きたことがあった。練習意欲を失いか

けた子どもたちに対して，担任はもう一度「何の

ために協力するのか」と問いかけ，協働する目標

とそのために自分が何をすべきかを考えさせた。

さらに，Ｃ児が家庭の事情もあっていらだってい

ることを知っていた担任は，Ｃ児の思いを聞きな

がら個別に諭したという。そして，発表会当日に

は，自分たちで問題を解決しながら練習し，やり

遂げたことに自信をもってステージの上に立つ子

どもたちの姿があった。たくさんの拍手を誇らし

く聞いたのは，子どもたちだけではなく，担任を

はじめ，見守ったたくさんの人々だっただろう。 

（３）「みんなのために」という思い 

－ふり返り（Ｃ３）から新たなビジョンを－ 
 ６年２組の子どもたちも，前項で報告したよう

に，前期・後期とも学校行事へ積極的に参加した。

担任の目にも，目標をもった子どもたちの生活態

度には「張り」があるように映ったという。 

 12 月に行ったアンケート（Ｃ３）の「人権意識」

に対する回答は図 3-12 のようになった。 
図 3-12 ６年２組 12 月アンケート「人権意識」 

 
 
 
 
 学級全体の傾向は前の２回と似ているが，Ｃ児

とＤ児の回答は前回に比べて否定的になってい

る。そこで，「友だちと一緒に楽しく過ごしている

か」に対する回答を見ると，Ｃ児は「いつも，よ

く」で，Ｄ児は「あまり，しない」と分かれた。

その時点でのそれぞれの友だち関係も回答に反映

されていると思われるが，この時期の発達特性か

ら考えても，友だち関係は流動的で対人意識もそ

の影響を受けるものと考えられる。子どもの内面

が一律ではないだけに，その時々の意識の有り様

を把握し，その意識をつくり出している背景や事

情に目を向けて，個に応じたかかわり方や働きか

けを工夫することが必要なのである。 
６年２組の学級経営目標には，学級としてのま

とまりを大切にしつつ一人一人の自立心を高めた

いという担任の願いが込められていた。これまで

の取組で，子どもたちの学級に対する所属感は高

まり，様々な協働を通して連帯感も強まったよう

に思われる。今後さらに，子どもたちの貢献意欲

を満たし，自己有能感を高めるためにも，子ども

の活躍の場を学級から学校へと広げるような取組

も進めたいと考えている。委員会活動や児童会行 
図 3-13 児童会活動 事で見せる子どもたちの頼もし

い姿や思いやりのある態度を認

め，励ましていくことは，子ど

もたちに効力感を感じさせるこ

とにもなる。 
  残りわずかとなった小学校

生活を充実させ，自立への自信

をつけてもらいたいというのが，この頃の担任の

思いである。 
 

(8)落合正行「子どもの人間観」『子どもと教育』岩波書店 1996 

(9)同上 p.173 

 ③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う「学 級 生 活 」に対 する意 識

C D

あなたのクラスは，
思いやりのある人
や，やさしい人が多
いクラスだと思いま
すか。

人 権
意 識

リレーシ ョン
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第４章 信頼のネットワークをつくる 

第１節 子どもとつながる 

 筆者が 2001 年に実施した「子どもと保護者の意

識調査(10)」で，子どもに聞いた設問「いいなと

思うのはどんな先生か」に対する回答を見ると，

次の図 4-1 のようになった。多くの子どもたちは，

「いつも明るい」雰囲気があり「気持ちを分かっ

てくれる」先生を

望んでいることが

うかがえた。おそ

らくこのことは，

いつの時代にも変

わらない子どもの

願いではないだろ

うか。 
   

（１）語りかける －自分を分かってもらうと安心－ 
４年１組の５月のアンケートでは，担任とのか

かわりを図 4-2 のように捉えていると回答した。 
図 4-2 ４年「生活の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「担任」について－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この結果とこれまでのかかわりをふり返って，

担任は表 4-1 のような経営プランを立てた。 
表 4-1 ４年 1 組 学級経営プラン 

 担任は，アンケートの分析から，子どもたちと

の信頼関係を強め，安心して過ごせる学級にする

ことを目標として，子どもたちのこころに届くよ

うなかかわりをすることを取組の重点にした。具

体的な取組としては，経営プランにあるように，

「先生スピーチ」や当番活動をしながらの言葉か

けなどで子どもたちとのコミュニケーションを図

り，毎日の「ひとこと日記」へ親しみを込めてコ

メントすることで信頼をより深めたいと考えた。 
 朝の会では，日直当番の

子どもがスピーチをした

後，担任からも「先生スピ

ーチ」として短い話をする

ようにした。最近の出来事

や今考えていることなど，

身振りをつけながら話すと

子どもたちの目が輝いてくる。とりわけ，担任自

身の子どもの頃の体験を交えた話になると身を乗

り出して聞き入る子どもたちだった。 
また，「ひとこと日記」は前年度から取り組ん

でいるもので，週予定表に設けた『今日のひとこ

と』欄に，子どもたちがその日の出来事やこころ

に残ったことなどを一文で書くものである。時間

に追われて，子どもたちとゆっくり話すこともま

まならない日常で，この『ひとこと』のやりとり

は，担任と子どもたち一人一人とをつなぐ架け橋

の一つとなっていた。朝一番に提出された週予定

表をその日のうちに全員にコメントを付けて返す

には，休み時間や給食の準備時間をそれに当てな

ければならないが，返されたコメントを読む子ど

もたちのうれしそうな表情に，担任も喜びを感じ

ることができる。また，書かれたことをきっかけ

にして，子どもとの会話も生まれる。普段は口数

の少ないＡ児が自分へのコメントを読んだ後，担

任の側に寄って来て，昨日の遊びのことを自分か

ら話し始めたこともあった。 

家庭学習の確かめや次の授業の準備，突発的な

出来事への対応など多忙な中で，スピーチを考え

たりコメントを書いたりするのは大変なことだっ

たが，子どもたちに，先生と自分がつながってい

るという安心感をもってほしいと願

い，毎日続けられたのだと担任は言う。

その際に心がけたのは，子どもたちの

思いに対して共感的・受容的に応える

ことであった。「先生も自分と同じ思い

をしたことがあるんだ」「先生は自分の

ことを知ってくれているんだ」という

 ①いつも
よく

②だいたい
ときどき

④ぜんぜん
しない

③あまり
しない

生活での事実や
その受け止め

「学級生活」に対する意識
①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

④ぜんぜん
思わない

③あまり
思わない

Ｂ Ａ

Ａ Ｂ

ルール

リレーション

親しみ

あなたは，先生か
ら，学校やクラスの
やくそくや決まりに
ついての話を聞きま
すか。

あなたは，休み時
間や放課後に，担
任の先生とおしゃ
べりをしたり，相談し
たりしていますか。

生活
習慣

Ｂ Ａ

Ａ Ｂ

意識
付け

リレーション

信頼
安心

ルール
あなたのクラスの先
生は，やくそくや決
まりを守ることに，き
びしいと思います
か。

あなたは，困ったこ
とやなやみごとが
あったら，先生に聞
いてもらおうと思い
ますか。

図 4-1 「いいな」と思う先生

「いいな」と思う先生

（児童調査　2001年）

51%

21%

16%

6%
6% がんばったことをほめてくれる

いけないことには厳しい

勉強を分かりやすく教える

子どもの気持ちが分かる

いつも明るくておもしろい

 ４年1組 ＲＣ Ｃ

4月
実態 重点 具体的な取組 成果

「生活指導」における工夫・改善
例

前期　５月～８月

Ｐ　　　Ｄ

実態把握の視点

役割を果たし，決まりを守ることの大切さ
を，機会を逃さず分かりやすく話す

登校してから授業までの時間をプログラム
し，規則正しい生活になるようにする ○

○

連絡事項のほかに，心に残る話
を毎日「先生スピーチ」として話
すようにする。
表情や態度などが気にかかる子
どもには，そうじ時間や当番活動
の際に一緒に活動しながら，言
葉をかける。
「ひとこと日記」へのコメントで，
親和を深めるようにする。

子どもの心に響くような話をしたり（読んだ
り），子どもの思いを聴き取ったりする

ル
ー

ル

生活
習慣

意識
付け

担
任
と
の
か
か
わ
り

朝
・
帰
り
の
会
　
休
み
時
間

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

親しみ

信頼
安心

※

体調・行動・言動・表情などから，子どもの
内面を推察し，すすんで言葉をかける ※

△

△

図 4-3 先生スピーチ
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子どもの思いがあってはじめて，担任と子どもと

の温かい人間関係が培われていくように思う。さ

らに，「先生はいつでも自分の話を聴いてくれる」

という安心感があれば，いつもは自分のことをあ

まり話さない子どもでも，辛いことがあったとき，

担任を頼ってくれるのではないだろうか。学級で

共に生活する者は，このような家族的なこころの

つながりをもちたいものである。 
９月，２回目のアンケート結果をもとにして，

担任はそれまでの取組の成果や改善点を確かめ

た。その上で，後期も引き続き子どもたちの交友

関係に目を配り，子どもたちの何気ないつぶやき

に耳を傾けることにした。気にかかる子どもたち

が，「困ったことや悩みごとがあったら（友だちや

担任に）聞いてもらおうと思うか」の設問に対し

て，「ぜんぜん思わない」と回答していること，と

りわけＡ児は「クラスには思いやりのある人や優

しい人が多いと思うか」に対して「ぜんぜん思わ

ない」と回答していることが気になったからであ

る。そのため，担任は，休み時間や学習の合間の

時間にはできるだけ子どもたちの側で過ごすよう

にし，係や当番活動の時間には一緒に活動しなが

ら明るく言葉をかけたという。そのような場面で

は，学習時間には見られない子どもの表情が見ら

れ，あらたまった場所では聞けない子どもの声を

聞くことができる。子どもを深く理解するために

は，できる限りいろいろな場面での子どもの姿を

捉えることが大切なことだといえる。 
またある時，担任は，子どもたちの声を受け止

めようと『先生への手紙』を書かせたという。手

紙を読むと，自分のこと，クラスの友だちや担任

について，「楽しく過ごせている」「これからもよ

ろしく」といった文面が多い中に，「叱っていると

きの先生は，厳しすぎると思う」というものがあ

った。担任は，自分の指導の仕方をふり返り，注

意されている子どもたちと同様に，この手紙を書

いた子どものように，周りにいて担任の言葉を聞

いている子どもたちにも意識を向けなければなら

ないことに気付いたという。どの子にも理解でき

るように丁寧に話をすることが，一人一人の子ど

もたちを大事にすることだと気付いたのである。

担任は，この後，指導する際には，子どもたちが

納得できるようにこころを込めて分かりやすく話

すように意識しているという。子どものこころの

声を受け止め，それに応えるということは，時と

して，このような，教師の真摯な態度を問われる

こともあるのではないだろうか。 

（２）自分を語る －先生の思いにふれる－ 

 ６年２組の５月のアンケート結果では，「生活の

場」における子どもたちの意識のうち，「担任に対

して」は図 4-4 のようになった。 

図 4-4 6 年「生活の場」アンケート（Ｃ１） 

      －「担任」について－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担任に対する受け止め方や意識についての回答

を見ると，担任が決まりや約束を守ることについ

て，日ごろから熱心に指導している様子がうかが

える。前章の図 3-7 で見た子どもたちの規範意識

の高さは，このこととも関連性があるのだろう。

子どもたちは，共通の約束のもとで安心して学級

生活を送っているのだろうと推察される。 

しかし，その一方，「温かいつながり（リレーシ

ョン）」に関する回答を見ると，おしゃべりしたり

相談したりして担任と親しくふれあう機会は少な

いようである。さらに，「困ったことや悩みごとが

あったら先生に聞いてもらおうと思うか」の問い

に対しては，Ｃ児やＤ児など多くの子どもたちが

「思わない」と回答している。感受性が育ち，対

人意識がはぐくまれつつあるこの頃の子どもたち

は，自分の内面を容易には表面に出さなくなるが，

半面，こころの内にある複雑な思いを誰かに分か

ってもらいたいという欲求を強くもつようにもな

る。子どもはこのような矛盾した思いになること

もあると認識して，アンケートの回答を読み解く

ことが大切である。したがって，上記のような二

つの回答を，「悩みがないから相談しないのだ」と

決めつけたり，「担任を信頼していないから相談し

ないのだ」と落胆したりすることなく，回答相互

の関連性や子どもの発達特性，家庭事情などを考

慮して読み解こうとしなければならない。筆者は，

それが，アンケートを手がかりにして子どもたち

 ①いつも
よく

②だいたい
ときどき

④ぜんぜん
しない

③あまり
しない

生活での事実や
その受け止め

「学級生活」に対する意識
①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

④ぜんぜん
思わない

③あまり
思わない

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

あなたは，先生か
ら，学校やクラスの
やくそくや決まりに
ついての話を聞きま
すか。

あなたは，休み時
間や放課後に，担
任の先生とおしゃ
べりをしたり，相談し
たりしていますか。

ルール

生活
習慣

リレーション

親しみ

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

あなたのクラスの先
生は，やくそくや決
まりを守ることに，き
びしいと思います
か。

あなたは，困ったこ
とやなやみごとが
あったら，先生に聞
いてもらおうと思い
ますか。

ルール

意識
付け

リレーション

信頼
安心
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を理解しようとするときの留意点であり，受容

的・共感的な児童理解であると考えている。 
担任は，これらの回答をもとに自分と子どもた

ちとのコミュニケーションを豊かにすることが必

要だと考えて，表 4-2 のような取組を計画した。 

まず，子どもたちがこころを開きやすい場面で

親しく言葉をかけ，担任に対する親しみや安心感

をもたせたいと考えた。そのため，休み時間や放

課後はもちろん，朝の健康観察のときにも，意識

して個々へのコメントをするようにした。 
そして，トラブルを解決するときだけでなく，

機会を捉えて担任の考えや思いを子どもたちに伝

えるようにした。子どもが間違ったとき，迷った

ときに，気付かせたいことや深く考えさせたいこ

とについて，担任自身の熱い思いを話すようにし

たのである。「君たちはそれでいいと思うのか」と，

強く迫ることもあったという。また，自己中心的

な考え方や行動をしがちだったＣ児とも，幾度と

なく話し合った。日ごろの様子や保護者との懇談

から，Ｃ児が両親や家庭生活に不満や不安を抱い

ていると考えられたため，別室で二人きりになり，

思いを聞き取ろうとしたこともよくある。たくさ

んのことは話さないが，担任の話に涙を浮かべて

じっと聞き入ることもあり，話し合いを終えたＣ

児の表情には，そのたびに穏や

かさが戻ったように見えたとい

う。しかし，この子の抱えてい

る問題が容易に解決するわけで

はないことも現実である。担任

は今後も，時間をかけてＣ児と

向き合おうと決めていた。 
前述したように，この時期の子どもたちの対人

意識は，多様な刺激を受けて発達・変化していく。

だからこそ，子どもたちが担任の考え方や思いに

ふれることが，自分の生き方を変えたり考え方を

深めたりするきっかけになることもある。多くの

大人に“忘れられない先生の言葉”があるように，

教師の言葉は子どもの内面形成に大きく影響する

こともあると認識しておかなければならない。 

第２節 家庭とつながる 

学級づくりでは，「確かな児童理解」が基盤とな

ることは述べてきたが，その範ちゅうには，子ど

もの生育事情や家庭事情を理解することも入って

いる。その子がどのような家庭環境で育ち生活し

ているのか，保護者の願いや教育方針

はどのようなものか，などについて知

った上で子どもを理解しなければ，「確

かな児童理解」にはならない。つまり，

学級マネジメントサイクルにおける学

級実態把握（Ｒ：research）には，児

童理解に関わって，家庭教育の実態を

把握することも含まれる。 
 

（１）親の願い －子どもを分かってもらうと安心－ 

 子どもたちの家庭生活での実態を把握するため

に，アンケートの回答から家庭教育の様子を探っ

てみた。４年１組で，家庭での「学習」「生活」の

習慣や家の人とのかかわりの様子を聞いたものの

回答結果が次の図 4-6，図 4-7 である。 

図 4-6 ４年「学習の場」アンケート（Ｃ１） 

－「家庭（家の人）」について－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まず，図 4-6 から考察すると，大部分の子ども

たちが家庭学習の大切さを認め，家の人の自分へ

の期待も高いと感じている様子である。その一方

で，家庭学習の習慣が定着していない様子の子ど

もや，家の人から学習のことで励まされたり認め

られたりしていないと感じている子どももいる。

また，Ａ児やＢ児のように，家庭学習の大切さや

家の人の温かいかかわりを否定しているような子

どももいる。このような子どもの家庭には，子ど

もの学びに対して，認めながら伸ばすようなかか

 学習での事実や
その受け止め

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

A B

A B

学習習慣

承認・賞賛

あなたは，学習の
ことで，家の人から
ほめられたり，はげ
まされたりしていま
すか。

あなたは，学校が
ある日に，家に
帰ってからも学習
していますか。

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学習に対する意識

A B

B A

学習意欲

あなたは，家でも
学習することは，
大切なことだと思
いますか。

学習期待

家の人は，あなた
に，今よりもっと学
習できるようになる
ことを，望んでいる
と思いますか。

 

子どもの心に響くような話をしたり（読んだ
り），子どもの思いを聴き取ったりする ※

体調・行動・言動・表情などから，子どもの
内面を推察し，すすんで言葉をかける ※

△

△

学級の決まりづくりや，トラブルの解
決に向けた話し合いの際には，担
任の考えや思いを伝えるようにす
る。
朝の健康観察の際には，体調とと
もに，自分に関するひと言を付け加
えて言うようにし，必要なときには担
任からもコメントする。

ル
ー

ル

生活
習慣

意識
付け

担
任
と
の
か
か
わ
り

朝
・
帰
り
の
会
　
休
み
時
間

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

親しみ

信頼
安心

役割を果たし，決まりを守ることの大切さ
を，機会を逃さず分かりやすく話す

登校してから授業までの時間をプログラム
し，規則正しい生活になるようにする ○

○

６年２組 ＲＣ Ｃ

4月
実態 重点 具体的な取組 成果

調査視点
「生活指導」における工夫・改善

例
前期　５月～８月

Ｐ　　　Ｄ

表 4-2 ６年２組 学級経営プラン（一部）

図 4-5 先生の考え 
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わり方を求めていかなければならないだろう。 

図 4-7 ４年「生活の場」アンケート（Ｃ１）      

－「家庭（家の人）」について－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，図 4-7 では，生活リズムが定着していな

い子ども，家の人とのコミュニケーションが十分

ではないと思われる子どもも見受けられる。とり

わけＡ児については，４つの質問に対してすべて

に「ぜんぜんしない・思わない」と答えている。

事実と多少の差異はあるだろうが，これほど強い

否定的な回答からは，Ａ児が家庭に対して不安や

不満を感じているのではないかと推察される。 
 このように，子どもたちの意識を中心にして家

庭状況を把握した上で，家庭訪問や懇談会などの

機会に保護者との話し合いに臨む。Ａ児やＢ児の

ように，家庭との連携がより大切だと思われる子

どもの保護者とは，ひざを交えた話し合いが必要

になる。保護者から家庭生活での子どもの様子や

親としての願いを聞き取り，アンケートをもとに

子どもの思いを伝えながら，お互いがどのように

子どもと接していけばいいのかを十分に話し合う

必要がある。担任が，わが子の健やかな成長を真

剣に考えていると知ったとき,保護者は学級経営

のよき理解者，協力者になるだろう。 

 担任は，このような考察をもとに，表 4-3 のよ

うな経営プランを立てて取り組んでいくことにし

た。学校での子どもたちの様子を詳しく知らせる

ことが，家庭での話題を提供したり子どもへの言

葉かけを促したりすることになり，家の人と子ど

もとのコミュニケーションを豊かにするための一

助となると考えたのである。また，このように，

家庭に働きかけるために子どもをより深く理解し

ようとすることが，親身になって子どもにかかわ

ることでもあると考えた。 
４年１組には，病気による麻痺のために手足が

思うように動かせず，両親とともに車椅子で学校

に通っているＥ児がいた。学校内での移動や生活，

学習活動も介助を必要とすることが多く，担任や

学級の子どもたちが車椅子を押したり体を支えた

りすることもあった。そのため，２年生までの教

室は校舎の一階にあったが，３年生になって歩行

練習を始めたいという本人と両親の意志を受け止

め，階段を上がってすぐの二階の教室になった。

E 児は歩行器や手すりを支えにしながら一歩ずつ

足を運び，一段一段，階段を上り下りした。そし

て，４年生になり，三階になった教室への移動も，

ゆっくりとだが確かな足どりでできるようになっ

ていた。行動範囲が広がり，できることも増えて，

Ｅ児が心底うれしそうな笑顔を見せることも増え

たという。 
このような本人の努力を支え続けたのは，両親

をはじめ周囲の人々の熱意や愛情である。リコー

ダーや学習机なども，障害の様子に合わ

せられるように，何度も担任と家庭，業

者とで話し合ったという。また，クラス

対抗のスポーツ大会ではどうしてもＥ児

のところで差ができてしまうが，勝敗よ

りも全員で参加することの方が大切だと

学級の子どもたちと話し合った。運動会

では，大きく距離を開けられながらも，

周囲の声援を受けて必死にゴールに向か

う E 児の姿があった。その姿に誰もがこ

ころを打たれ，逆に勇気をもらうようだ

ったと担任はふり返る。 
ある日，筆者が学級を訪れたとき，Ｅ

児が手すりを支えにしながら階段を上っ

 ①いつも
よく

②だいたい
ときどき

④ぜんぜん
しない

③あまり
しない

生活での事実や
その受け止め

「学級生活」に対する意識
①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

④ぜんぜん
思わない

③あまり
思わない

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

リレーション

信頼
安心

あなたは，家の人
と，毎日の出来事
や自分の思ったこと
などを話し合ってい
ますか。

ルール あなたが，家に帰っ
てからやることやそ
の時間は，毎日決
まっていますか。

生活
習慣

Ｂ Ａ

Ｂ Ａ

生活
習慣

リレーション

信頼
安心

ルール

あなたは，困ったこ
とやなやみごとが
あったら，家の人に
聞いてもらおうと思
いますか。

家の人は，やくそく
や決まりを守ること
に，きびしいと思い
ますか。

表 4-3 ４年１組学級経営プラン（家庭とのかかわり）

 

学級通信の紙面に，学習の様子
や子どもたちの考え・感想を載
せるようにする。
学習予定とともに，家庭学習の
予定も知らせるようにする。

家
庭
学
習

家
庭
と
の
連
携

学習習慣

学習意欲

学習段階や既習事項を考慮した家庭学習
を計画的に提示する △

◎

承認・賞賛

学習期待

学校での学習内容や成果を知らせ，家庭
での賞賛や励ましをよびかける ※△

◎
家庭学習の内容を知らせ，家庭での励ま
しや協力をよびかける

家庭学習の提出や成果を認めたり，家庭
学習の内容を授業に生かしたりする

※

4月
実態 重点 具体的な取組 成果

前期　５月～８月「学習指導」における工夫・改善
例

実態把握の視点

4月
実態 重点 具体的な取組 成果

「生活指導」における工夫・改善
例

前期　５月～８月
実態把握の視点

学級通信の裏面を活用して，子
どもの生活の様子や交友の様
子，ほほえましいエピソードな
ど，子どもの思いや成長がうかが
えるような記事を載せる。
指導上，気にかかる子どもを中
心に，個別に家庭と連絡をとり，
かかわり方について共通理解を
図るようにする。

家
の
人
と
の
か
か
わ
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家
庭
生
活
・
ふ
れ
あ
い

懇談会や学級通信などを活用して，生活
習慣の大切さを伝え協力をよびかける

学校での交友の様子や学級活動の様子
をポジティブに知らせる ※

○

○

△

ル
ー

ル
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レ
ー

シ

ョ
ン

生活
習慣

生活
習慣

信頼
安心

体調・行動・言動・表情などから，子どもの
内面を推察し家庭と連絡をとる ○

家庭訪問や連絡帳などを活用して，個別
に生活習慣の大切さを伝え話し合う

信頼
安心
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ているところだった。その横を通り過ぎていく

人々が「Ｅちゃん，がんばれ」と声をかけていく

のを，担任は，少し複雑な表情で見守っていた。

その訳をたずねると，「本人は，もう十分がんばっ

ています。すばらしい成長もしています。だから，

『がんばれ』ではなく『がんばっているね』と声

をかけてあげてほしいのです」と話してくれた。

Ｅ児を深く理解し，親身になってかかわっている

からこその言葉だと思えた。 
このように，子どもとその保護者の願いを受け

止め，精一杯かかわろうとする担任の誠意に対し

て保護者は信頼を寄せるのだろう。Ｅ児の両親は，

やがて５年生になるわが子のこれからの学校生活

についても，担任のもとに相談にくるそうである。 
子どものためにと家庭に働きかけることは，本

人の家庭での学びや成長を助けるだけでなく，保

護者の担任への信頼と教育活動への理解・協力を

得ることになる。そのためには，まず，保護者の

願いに耳を傾けることである。「お子さんは学校で

はこんなことをがんばっています。家庭ではどの

ようなよい面が見られますか。」などと問いかけ，

子どもたちを認めながら伸ばしていくことを共通

認識する。その上で，お互いの願いを出し合い共

有することができれば，保護者の安心と信頼，協

力を得ながらの学級経営ができるのである。 
４年１組の担任は，Ａ児やＢ児の家庭とも，機

会をつくっては学校の様子を知らせたり自分の考

えを伝えたりして，できるだけ密な連絡を取るよ

うに心がけた。12 月のアンケートでは，ふたりの

子どもたちの意識が大きく好転した様子は見られ

なかったが，担任の指導に対する保護者の理解が

以前よりも得られるようになったと感じている。 

調査によると，担任に対する保護者の願いは，

図 4-8 のように，ほとんどが「子どもの個性や内

面を分かってほしい」というものである(11)。つ

まり，担任が子どもたちをより深く理解しようと

することは，もともと保護者の願いでもあるのだ。

このことからも，

子どもを知るため

に，また，学校で

の子どもの様子を

伝えるために，担

任から積極的に家

庭と連絡をとろう

とすることを，保

護者は望んでいる

と思われる。 

（２）今，クラスでは －発信する－ 

６年２組の５月のアンケートでは，家庭に関わ

る質問に対して，次のような回答であった。 

図 4-9 ６年「学習の場」アンケート（Ｃ１） 

     －「家庭（家の人）」について－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 4-10 ６年「生活の場」アンケート（Ｃ１） 

     －「家庭（家の人）」について－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-9 を見ると，家庭での学習に関して，子ど

もたちの大多数は，家の人からの期待を感じ取り，

家庭学習の習慣も概ね定着している様子である。

その半面，家の人に学習のことでほめられ励まさ

れているという意識の子どもはそれほど多くはな

い。Ｃ児やＤ児のように，家の人にほめられるこ

とも少なく，あまり期待もされていないと受け止

めている子どもも存在する。このような子どもた

ちは，担任や家の人から，直接に賞賛や励ましの

言葉をかけられることで前向きな意識をもつこと

ができるだろうと思われる。子どもをほめるとい

うことは，学習意欲を喚起するだけでなく，子ど

学 習 で の 事 実 や
その 受 け 止 め

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

③あまり
しない

④ぜんぜん
しない

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない学 習に 対 す る意 識

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

学 習 習 慣

承 認 ・賞 賛

あなたは，学習の
ことで，家の人か
らほめられたり，
はげまされたりし
ていますか。

あなたは，学校が
ある日に，家に
帰ってからも学習
していますか。

Ｄ Ｃ

Ｄ Ｃ

学 習 期 待

家の人は，あなた
に，今よりもっと学
習できるようになる
ことを，望んでいる
と思いますか。

学 習 意 欲

あなたは，家でも
学習することは，
大切なことだと思
いますか。

 

Ｄ Ｃ

Ｃ Ｄ

あなたは，家の人
と，毎日の出来事
や自分の思ったこと
などを話し合ってい
ますか。

生 活
習 慣

リレーション

信 頼
安 心

あなたが，家に帰っ
てからやることやそ
の時間は，毎日決
まっていますか。

ル ール

①いつも
よく

②だいたい
ときどき

④ぜんぜん
しない

③あまり
しない

生活 での事 実や
その 受け止 め

Ｃ Ｄ

Ｃ Ｄ

生活
習慣

リレーション

信頼
安心

あなたは，困ったこ
とやなやみごとが
あったら，家の人に
聞いてもらおうと思
いますか。

家の人は，やくそく
や決まりを守ること
に，きびしいと思い
ますか。

ルール

「学級 生 活」に対 する意識
①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

④ぜんぜん
思わない

③あまり
思わない

 

学校の教師（担任）に望むこと

（保護者調査2001年）

46%

17%

18%

14%

5% その他

分かりやすく教える

子どもの気持ちが分かる

叱るときとほめるとき

子どもの個性を伸ばす

図 4-8 担任への願い 
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もの価値観を形づくるもののひとつでもあること

を踏まえて子どもに接したい。 

また，前頁の図 4-10 では，半数の子どもたち

が家の人との「会話がない」と答えている。Ｃ児

やＤ児のように，家の人と話し合うこともなく何

かあっても相談しないだろうと答えている子ども

は，学級の友だちや担任に対しても自分から心を

開くことができにくくなっているのではないかと

考えられる。この時期の感受性豊かな子どもたち

は，些細なことにも動揺し，ものの見方や受け止

め方を大きく変えることがある。周囲の人から多

様・多彩な刺激を受けて，自分の社会性を培って

いくと思われるが，最も身近な「家の人」から受

ける影響が大きいのは言うまでもない。それだけ

に「会話がない」や，悩みがあっても「聞いても

らおうと思わない」という状況には危機感を感じ

ざるを得ない。個別に保護者との懇談の機会を設

け，家庭での子どもの様子を聞き取り，その背景

となる家庭状況について話し合う必要を感じる。 
筆者は，学級担任が家庭に対して何を働きかけ

るべきかと考えてみた。学級経営を円滑に進める

ためというのではなく，子どもたちのこころをは

ぐくむために，家庭とどのように連携するべきか

と考えたのである。そこで大切なのは，家庭にど

こまで立ち入るのかという捉え方ではなく，家庭

と担任とが何で協働できるのかという考え方をす

ることであろう。担任も保護者も，子どもの健や

かな成長を願う者同士であるという点でつながっ

ていることを，家庭教育に働きかける根拠と考え

るのである。また，反対に，家庭からも保護者の

考え方や子どもに関わる情報を受け取るようにす

る。こうした双方向の連携が，以前にも増して重

要になってきたように思われる。 
 ６年２組の担任は，アンケートの結果を踏まえ

て，表 4-4 にあるような取組を通して家庭に働き

かけることにした。中でも，家庭への情報発信の

ツールとして学級通信を活用することを重点的に

取り組んだ。毎週末に発行する学級通信には，次

週の予定や学級での出来事を伝える記事の他に，

担任が選んだ“言葉”を載せている。書に堪能な

担任の直筆で『玄遠』『帰一』などの言葉が書かれ，

その意味も添えられている。もちろんこれらの言

葉には担任の子どもたちへの思いが込められてい

て，おそらく学級通信を手にした保護者にもその

思いは伝わっていることだろう。また，裏面には

子どもたちの学習ノートやワークシートのコピー

を匿名で載せることもある。保護者に学習内容を

具体的に伝えると同時に，子どもたちの考えや学

習指導の様子を知らせ，子どもとのコミュニケー

ションを図る手がかりにしてほしいと願ってのこ

とだ。その願いが通じたのか，ある保護者からは

「裏面に載っている学習ノートは，どれも分かり

やすくていいですね。わが子にも，このような学

習をめざしてほしいです」といったメモが届き，

これに担任が「いつも，お子さんの様子を知らせ

ていただいて，ありがとうございます」と返すと，

「自分自身も親の役目を頑張らないと，と思いま

す」とさらに返事がきた。他の保護者からも「い

つも読んでいますよ」といった声がかかるたびに，

自分一人だけでなく，家庭も一緒になって学級の

子どもたちを育てているのだと再認識でき，ほっ

とした気持ちになるのだという。 
このように，学級通信には，学級の様子を知ら

せるだけではなく，保護者との交流を豊かにする

という働きがある。多忙な中で発行し続けること

は大変なことだが，保護者からの反応や反響には，

その労を上回るだけの手ごたえがあるといえる。 
６年２組の担任は，気にかかる子どもたちの家

庭との個別の連絡や相談を密にした。

否定的な対人意識をもっていたＤ児の

学校での活躍を，家庭に伝えるように

も心がけた。Ｄ児は学校での学習や行

事にそれほど積極的に取り組む子ども

ではなく，周囲の様子を静観すること

が多かったが，授業中の発言や学習ノ

ートの「ふり返り」には，深い洞察力

と鋭い人権感覚をうかがわせるものも

多かった。担任は，このことをＤ児の

優れたところとして家庭に伝えたので

ある。このことがＤ児と保護者との間

で話題になり，担任からの本人への直

 4月
実態 重点 具体的な取組 成果

調査項目
前期　５月～８月「学習指導」における工夫・改善

例

家庭学習の内容を知らせ，家庭での励まし
や協力をよびかける

家庭学習の提出や成果を認めたり，家庭
学習の内容を授業に生かしたりする

○承認・賞賛

学習期待

学校での学習内容や成果を知らせ，家庭
での賞賛や励ましをよびかける ※

○

学習習慣

学習意欲

学習段階や既習事項を考慮した家庭学習
を計画的に提示する ○

◎家
庭
学
習

家
庭
と
の
連
携

授業で用いた資料や子どもたちの
感想や作品などを教室に掲示・展
示したり，学級通信で記事として載
せたりして，子どもたちの学習の足
跡や活躍，学習内容を保護者にも
知らせるようにする。

4月
実態 重点 具体的な取組 成果

調査視点
「生活指導」における工夫・改善

例
前期　５月～８月

リ
レ
ー

シ

ョ
ン

生活
習慣

生活
習慣

信頼
安心

信頼
安心

家
の
人
と
の
か
か
わ
り

家
庭
生
活
・
ふ
れ
あ
い

学校での交友の様子や学級活動の様子を
ポジティブに知らせる ※△

△

ル
ー

ル 家庭訪問や連絡帳などを活用して，個別
に生活習慣の大切さを伝え話し合う

○

○

懇談会や学級通信などを活用して，生活
習慣の大切さを伝え協力をよびかける 学級通信を活用して，子ども同士

のほほえましいかかわりの様子をト
ピックスとして載せるようにする。
指導上気になる児童を中心にし
て，子どもたちの学校での様子を
直接家庭に知らせる機会をもつよう
にする。体調・行動・言動・表情などから，子どもの

内面を推察し家庭と連絡をとる

表 4-4 ６年２組学級経営プラン（家庭とのかかわり） 
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接的な励ましとも相まって，Ｄ児の意識を肯定的

なものに変えたのではないかと思われる（第２章

第２節第２項に関連した記述）。 

家庭とのネットワークをつくることが，どのよ

うな面で「子どもを支える」ことになるかについ

てはいくつかの観点があるといわれている(12)。

その中でも，子どもをより広く深く把握できるこ

とや，保護者の学級経営への理解を進め，学級の

教育活動への協力を得やすくするという点で，ネ

ットワークづくりはよりよい学級づくりに直接役

立つものであるといえる。学級での担任と子ども

たち，子どもたち同士のつながりに，保護者や学

年・学校をつなぎ，広く大きなネットワークで子

どもたちの育ちを支えていくことが，これからの

学級経営ではより重要なのではないだろうか。そ

のためにも，まず，学級から，子どもたちの学び

や成長の様子，担任の思いや考えを豊かに発信す

ることが望まれる。 
 

(10)前掲 拙稿「報告 NO.477 学校と家庭との連携・協力の充実を

めざして」『京都市立永松記念教育センター平成 14 年度研究

紀要』にて報告した，京都市の小学校第 3 学年・第 5 学年の

児童とその保護者各 500 組を対象に行った意識調査 

(11)前掲 p.41 に掲載 

(12)諸富祥彦，浅井好編「学級づくりを極める 40 のコツ」『カウ 

ンセリングテクニックで極める教師の技（第 4 巻）』教育開

発研究所 2005 p.172 

 

おわりに  

 自分の学級の子どもたちは，今日はどんな楽し

いことがあるだろうかと，毎朝わくわくした気持

ちで学校に向かっているだろうか。発見や学び合

いやふれあいが待っている教室に，意気揚々と通

ってきているだろうか。そして，担任である自分

は，子どもたちの目に，親しみや信頼を感じる存

在として映っているだろうか。学級担任をしてい

ると，誰もが自分にこのような問いをくり返す。

しかし，子どもたちの学びやこころは，目に見え

る形としては捉えにくい面があり，その問いに確

信をもって答えることは難しい。きっと，たぶん，

だいたい，と，自分の目にした範囲で推測するし

かないからである。ならば，その目にできる範囲

を広げてはどうだろう。子どもたちの学びやここ

ろを，より広くより深く見つめてはどうだろう。 
その方法のひとつとして提案したのが，本研究

の「学級マネジメントモデル」である。自分の立

てた「学級経営プラン」の学習・生活指導が，子

どもたちの学ぶ力や内面にどのように影響してい

るのかを，アンケートや日々のかかわりから確か

めながら何度も見直し改善していくのである。流

動的な子どもたちの意識を節目で捉え，それを読

み解きながら学級経営をしていくことは一見手間

のかかることのように思える。しかし，子どもた

ちのこころに届く確かな指導をするためには，適

切な経営方法であると考えたのである。 
 また，今回，記名式のアンケートを実施したこ

とによって，学級全体の傾向だけでなく，子ども

たち一人一人の意識を知り，その背景にある人間

関係や家庭状況についてもより深く理解すること

ができた。そのため，一斉指導の中でも，全体に

かかわることと並行して，個別のかかわりができ，

また，個々の変容を分析・考察することによって

全体へのかかわり方を工夫していくこともでき

た。このように，個と全体の両面から学級の子ど

もたちを捉えることが，よりよい学級集団をつく

るために有効な実態把握の方法であることも確か

めることができた。 

そして，アンケートに回答することで，「先生

への手紙」のように，自分の思いを担任に伝えよ

うとしている子どもたちがいるのではないかと思

えた。さらにいえば，その思いを受け止めること

ができるのは，学級生活を共にしている担任だけ

ではないかとも思えた。子どもたちは，常に，そ

うした期待と信頼の目で担任を見つめているのか

も知れない。言葉と裏腹な態度を見せるＢ児やＣ

児の本当の思いを察したり，自分の思いをあまり

語らないＡ児やＤ児のこころの声に耳を傾けたり

できるのは担任だからこそではないだろうか。本

研究に協力していただいたふたりの担任は，これ

らの子どもたちに対して，資料を見ているだけの

筆者にはできないほどの深い理解をしていた。あ

る担任の言葉が印象に残る。「アンケートは，子ど

もたちから私へのサインだと受け止めています。

それを読み解いて，子どもたちのこころを開く鍵

を探したいのです。」 
「子どもが分からない」という前に，子どもを

知ろうとしているだろうかと，自分に問いかける

ことを忘れてはならないと思う。一人一人の思い

やその背景を知り，それを共感的に理解しようと

する担任の態度に，自分や友だちが大切にされて

いることを感じ取り，子どもたち自らが，温かい

ふれあいや高め合いのある学習集団に育っていこ

うとするに違いない。 
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NO
①いつも

よく
②だいたい

ときどき
③あまり
しない

④ぜんぜん
しない NO

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない

家
いえ

の人
ひと

は，やくそくや決
き

まりを守
まも

ることに，きびし

いと思
おも

いますか。

24 あなたは，家
いえ

の人
ひと

と，毎日
まいにち

の出来事
できごと

や自分
じぶん

の

思
おも

ったことなどを，話
はな

し合
あ

っていますか。
32 あなたは，困

こま

ったことやなやみごとがあったら，

家
いえ

の人
ひと

に聞
き

いてもらおうと思
おも

いますか。

31

あなたのクラスの先生
せんせい

は，やくそくや決
き

まりを守
まも

ることに，きびしいと思
おも

いますか。

22 あなたは，休
やす

み時間
じかん

や放課後
ほうかご

に，担任
たんにん

の先生
せんせい

と

おしゃべりをしたり，相談
そうだん

したりしていますか。
30 あなたは，困

こま

ったことやなやみごとがあったら，

先生
せんせい

に聞
き

いてもらおうと思
おも

いますか。

18 あなたは，友
とも

だちの気持
きも

ちを考
かんが

えてから，話
はな

した

り行動
こうどう

したりしていますか。

19 あなたは，クラスの友
とも

だちに，決
き

まりを守
まも

るように

注意
ちゅうい

することがありますか。

あなたは，困
こま

ったことやなやみごとがあったら，ク

ラスの友
とも

だちに聞
き

いてもらおうと思
おも

いますか。

あなたのクラスは，やくそくや決
き

まりを守
まも

る人
ひと

が，

多
おお

いクラスだと思
おも

いますか。

あなたのクラスは，思
おも

いやりのある人
ひと

や，やさし

い人
ひと

が多
おお

いクラスだと思
おも

いますか。

あなたが，家
いえ

に帰
かえ

ってからやることやその時間
じかん

は，毎日
まいにち

決
き

まっていますか。

あなたは，先生
せんせい

から，学校
がっこう

やクラスのやくそくや

決
き

まりについての話
はなし

を聞
き

きますか。

あなたは，休
やす

み時間
じかん

や放課後
ほうかご

に，友
とも

だちと一緒
いっしょ

に楽
たの

しくすごしていますか。

26

27

28

29

Ｂ　　生活についてのアンケート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　組　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※このアンケートは，テストではありません。　あなたの　ふだんの様子や気持ちについて　こたえてください。

25 あなたは，クラスのやくそくや決
き

まりを守
まも

ること

は，大切
たいせつ

なことだと思
おも

いますか。

しつもん　：　思っていることや　　考えていることしつもん　：　していることや　　してもらっていること

※こたえは　一番近いものの□の中に　○をして　こたえてください。　　（こたえ方の　れい）　　　

17 あなたは，クラスで決
き

まっている当番
とうばん

や係
かかり

の仕
しご

事
と

を，忘
わす

れずにきちんとしていますか。

20

21

23

付表 「児童アンケート」 

 
 
 
 
 

NO
①いつも

よく
②だいたい

ときどき
③あまり
しない

④ぜんぜん
しない NO

①とても
そう思う

②だいたい
そう思う

③あまり
思わない

④ぜんぜん
思わない

Ａ　　授業や学習についてのアンケート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　組　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

しつもん　：　していることや　　してもらっていること しつもん　：　思っていることや　　考えていること

※このアンケートは，テストではありません。　あなたの　ふだんの様子や気持ちについて　こたえてください。

※こたえは　一番近いものの□の中に　○をして　こたえてください。　　（こたえ方の　れい）　　　

あなたは，授業
じゅぎょう

に集中
しゅうちゅう

し，熱心
ねっしん

に取
と

り組
く

んでい

ますか。
1 9 あなたは，進

すす

んで学習
がくしゅう

して，色々
いろいろ

なことを知
し

った

り，できるようになったりしたいと思
おも

いますか。

あなたは，学習
がくしゅう

するとき，友だちの意見
いけん

を，自分
じぶん

の考
かんが

えとくらべて聞
き

いていますか。

あなたのクラスは，進
すす

んで学習
がくしゅう

する人
ひと

が，多
おお

いク

ラスだと思
おも

いますか。

あなたは，友
とも

だちと考
かんが

えや思
おも

いを話
はな

し合う学習
がくしゅう

は，大切
たいせつ

だと思
おも

いますか。

あなたは，がんばって学習
がくしゅう

したら，先生
せんせい

はそのこ

とを分
わ

かってくれると思
おも

いますか。

あなたは，授業
じゅぎょう

の内容
ないよう

が分
わ

かっていますか。2

先生
せんせい

は授業中
じゅぎょうちゅう

に，あなたの学習
がくしゅう

の様子
ようす

を見
み

に

来
き

ていますか。

あなたは，学校
がっこう

がある日
ひ

に，家
いえ

に帰
かえ

ってからも学
がく

習
しゅう

していますか。

5

6

あなたは，学習
がくしゅう

のことで，先生
せんせい

からほめられた

り，はげまされたりしていますか。

あなたは，学校
がっこう

の学習
がくしゅう

で，友だちと協力
きょうりょく

して調
しら

べたりまとめたりしていますか。
3

4

7

8 あなたは，学習
がくしゅう

のことで，家
いえ

の人
ひと

からほめられた

り，はげまされたりしていますか。

13

14

15

16

あなたは，家
いえ

でも学習
がくしゅう

することは，大切
たいせつ

なことだ

と思
おも

いますか。

家
いえ

の人は，あなたに，今
いま

よりもっと学習
がくしゅう

できるよう

になることを，望
のぞ

んでいると思
おも

いますか。

10

11

12

あなたは，「自分
じぶん

には，がんばれば，学習
がくしゅう

できる

力
ちから

がある」と思
おも

いますか。

先生
せんせい

は，あなたに，分
わ

かりやすく教
おし

えてくれてい

ると思
おも

いますか。
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